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I 調査の概要

1. 調査 目 的

本天然記念物生息調査 は 、 むつ市及び下北半島 に生息す る ニ ホ ンザルの個体

数 ・ 群れ数の増加等 に よ り 、 農作物の食害のみな らず、 集落地等への定着が進み、

地域住民 と ニ ホ ンザル と の軋礫が生 じて い る こ と 、 それに 、 青森県が策定する 第

二次第二種特定鳥獣管理計画では 、 モ ニ タ リ ン グ調査結果を踏ま え 、 保護対策、

生息実態に即 した捕獲数な ど の実施計画 を各市町村で作成す る こ と と な っ てい

る こ と か ら 、 地域住民 と ニ ホ ンザルの共生対策に必要な情報を得る こ と を 目 的 と

し 、 むつ市管内脇野沢地区 ・ 川 内地区 ・ 大畑薬研地区 に生息する ニホ ンザルの生

息調査等を 実施 し た。

2. 調査地域

むつ市 脇野沢地区 ・ 川 内地区。 大畑薬研地区
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3. 調 査 内 容

1. む つ 市 大畑 ・ 薬研地 区 と 脇野沢 ・ 川 内 地 区 の ニ ホ ン ザル 生 息調 査 に つ い て

むつ 市管 内 に 生 息す る ニ ホ ン ザル 個 体群 の 実態 に つ い て 、 特 定非 営利 活動 法人

ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド ス テ ー シ ョ ン が

①2017 年8 月 に 脇 野 沢 ・ 川 内 （湯 野川 ） 地 区 を 調査範 囲 と し て 夏季 ニ ホ ン ザル調

査 を 実施 、 ま た 、2017 年 の 秋 以 降本調査 ま で の 間 に む つ 市脇 野 沢 地 区 を 中 心

に 事前 調 査 を 実施 し た 。

② ま た 、2017 年12 月21 日 ～26 日(6 日 間 ） 大畑 ・ 薬研地 区 、12 月25 日 ～29 日

(5 日 間 ） 脇 野沢 ・ 川 内 （ 湯野川 ） 地 区 を 調 査地域 と し て 冬季 ニ ホ ン ザル生 息 実

態調 査 を 実施 し た 。

③2018 年1 月 に補 足調 査 を 実施 し た 。

2. ま と め

上記 、 夏 季 ニ ホ ン ザル調査 ・ 事前調 査 ・ 冬季 ニ ホ ン ザル調 査 ・ 補足 調査 の 結

果 を 集 計解析 し た 。 ま た 、 むつ市管 内 の ニ ホ ン ザル 出 没 状 況 の 聞 き 取 り 調 査 も

加 味 し 、2017 年度 む つ市管 内 に 生 息す る ニ ホ ン ザル の 生 息 実 態 調査 と し て 報

告す る 。

4. 調 査 な ら ぴ に 調査結 果 へ の 取 り 組み 方 （ 姿勢）

下 北 半 島 の ニ ホ ン ザル の 生 態調 査 は 、1960 年代 か ら2018 年 の 現在 に 至 る ま で 、 継続調

査 し て い る 日 本 で も 稀 有 な 調 査 の 歴 史 を 持 っ て い る 。 当NPO 法人 ニ ホ ン ザル ・ フ ィ ー ル ド

ス テ ー シ ョ ン は 、 団 体 の 名 称 は 変 わ っ た も の の 当 初 か ら 調査 に 携 わ っ て い る 。

毎 回 、 正確 な サ ル の 実態 の 把握 を 心 が け て い る が 、 突 然 サ ル が 群 れ か ら 離れ た り 、 群れ

に入 っ て き た り し 、 群 れ の 個 体数 も 変 動 、 常 に 同 じ 数が い る も の で は な い 。 ま た 、 今 ま で

生 息 し て い な い地域へ 突然遊動 し 行動 範囲 を 広 げ る こ と も あ る 。 採食 物 に し て も 今 ま で食

べ な か っ た も の を 、 突 然食 べ始 め る こ と も あ る 。 こ の よ う に 、 サ ル は 非 定 常性 の 生 き 物 と

い え る 。

こ れ ら の こ と を 念頭 に 、 調 査 の 成果 を 報 告 す る 上 で 以 下 の3 点 に つ い て 、 特 に 慎重 に 判

断 し て き た 。

① 今 ま で サル の 生 息 を 確認 し て い な い 地域 で の サル の 出 没 に つ い て 。 （新群 の 扱 い ）

突 然 、 サ ル が 湧 い て 出 る わ け で は な い 。 ま ず 、 出 没 し た サルが ハ ナ レ ザル か否 か 、

複数 だ と し て も オ ス グルー プか ど う か 、 群れ だ と し た ら そ の 個 体数や構成 （ ベ ビー の

数や オ ト ナ オ ス の 数 な ど ） と 状 況 把握 を 第 一 に 行 う 。 ハ ナ レ ザルや オス グルー プだ と

し た 場合 そ の 旨 を 報 告 す る に と ど ま る が 、 出 没 し た サ ル が 群れ の 場合 に は近 隣 の サ
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ルの群れの実態把握が必要 と な る 。 近隣の群れの これま での個体数や構成、 生息域、

観察地点 な ど を精査す る 必要が でて く る 。 個体識別 が 可能な場合は重要な判断基準 と

な る 。 そ し て 、 あ く ま で も 同 時観察 を原則 と し 、 新たな群れについて群れ と 認定する

か ど う か、 どの群れか ら の分裂群か、 を判断す る 。 一時的なサプグルー ピ ン グ と い う

こ と も 考 え ら れ る 。 確実な の は、 も う 一度 し ば ら く 経過 して か ら 、 再確認す る こ と で

確実性が増す。 こ の場合 も 、 同 時観察が基本 と な る 。

② 過去 にサルの群れを確認 し 、 群れ名 も 明 ら かに して い る 地域で、 サルの群れを観察 し

た場合について。 （群れの重複防止）

下北半島 に生息す る サルの群れに は、 調査 ご と に群れの確認が と れ、 個体数も 構成

も ほ ぼ正確に記録で き る 群れ も い る が 、 全て がそ う いっ た継続確認でき る 群れ と は限

ら な い。2~3 年前 に確認 し た群れの生息地で 、 サルの群れを見た場合、 ふつ う2~3
年前 に確認 した群れ と 推定す る の が 自 然な判断だ。 も ち ろ ん 、 個体識別 し て いれば判

断の材料 と な る 。 個体識別が で き て い ない場合は 、 個体数や構成、 近隣の群れの状態

な どで重複 し な い よ う に努め る 。 極力 、 重複 し ない よ う に心が け る こ と は 、 保護管理

を 実施す る 上で大変重要な こ と で あ る 。

そ の地域にすで に群れの存在を認定 し て い る 場合 、 同時観察がで き ていない以上 、

サルの群れを 見たか ら と い っ て 、 新 しい群れ と 軽々 に判断で き ない。 た だ、 報告書に

は観察記録を残 し 、 後 々 の判断の材料 と す る 。

新 しい群れだ、 いや違 う と い っ た諮論 に陥 り が ち だが 、 真実はわか ら ない こ と が多

い。 た だ、 そ こ が 問題な の では な い。 調査に取 り 組む姿勢や考え方の違いな の であ り 、

当NPO法人は 、 よ り 真実を 求 め る 上で、 群れの重複 を極力避け る こ と を第一 と し慎

重に判断 し て い る 。

新 し い群れや群れの重複 を避け る 理由 は 、 安易 に群れの認定を し て し ま う と 、 そ の

結果が一人歩 き し 、 猿害対策 において も 、 下北のサルの生態調査におい て も 、 基礎デ

ー タ と な っ て いつま で も 残 っ て い く か ら だ。 そ の後 の調査で、 判断 ミ ス と わかっ た場

合 、 そ の訂正 に かな り の時間 、 労力 、 経費 を費や さ な ければな ら ない。 そ う し た覚悟

も な く 、 軽 々 し く 群れの認定は で き な い。 そ こ に は慎重 さ が求 め ら れ る 。

③ 群れの名 称について

1960 年代下北半島 に は 、A群、0群、B群、Z群、M群、I 群の6 群が確認 さ れて

いて 、 そ の後U群が加わ っ た。 現在 、 確認 して い る 群れは 、 全て こ の7 群か ら の分裂

群 と い う こ と に な る 。 ただ、 群れの数 も 多 く な り 、 生息地が 山深い こ と な どで、 継続

して確認で き て いた と はい え ない。 かな り 長期 間 、 確認が取れて いない間 に 、 分裂を

繰 り 返 し 、 出 身そ の も の ま でが わか ら な く な っ た群れ も 多い。

群れの名 前は 、 そ の群れの 出 身が わか り 、 いわば群れの歴史 を示す も のだ。 以前 、
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別の調査会 が既存の群れ名 を変更 し て新 し い名 前で報告 し た こ と が あ っ た 。 下北の サ

ルの実態 を探る 上で紛 ら わ し く わか り づ ら い こ と を 指摘 さ れ、 既存の群れ名 に 直す結

果 と な っ た。 た と え調査の 体制や主体が変 わ っ て も 、 既存の群れ名 を踏襲す る こ と は 、

サル の歴史や現状の分析 、 猿害 への対策 な ど 、 広 く 下北半島 の サル と 関 わ る 上で 、 根

幹 と な る こ と だ。

群れ名 は 、 は っ き り と 分裂が確認で き 、2 つ ま た は3 つ に な っ た場合 は 、 ア ル フ ァ

ベ ッ ト の 次 に 数字を加 え 、 出身 が わ か る よ う に 工夫 さ れて い る 。 次 々 と 分裂 し て い る

場合は、 ア ル フ ァ ベ ッ ト と 数字 を 交互 に組み合わせて い る 。 た だ、 分裂の 際 、 出身群

が判 ら な い群れ は 、 発見地点や流域 を と っ て 、00沢の群れ と か、00山 の群れ と い

っ た 地名 、 河川 名 な ど が つ い て い る 。 群れ名 は 、 各地域の サル調査会 が つ け て い る 。

ま た 、 調査 を 実施 中 、 群れ名 と 生息地域 と の 関連が分か り やす く す る た め に 、 群れ名

を 愛称で呼ぶ こ と も あ る 。

以上、3 点の こ と に 留意 し て 、NPO法人 ニ ホ ンザル ・ フ ィ ール ドス テ ー シ ョ ン は 、 調

査 に取 り 組み 、 報告書 を 作成 し て い る 。
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II 調 査結果

1. 夏季 ニ ホ ン ザル調査結果

1. 目 的

① む つ 市 脇 野 沢 地 区周 辺 に 生 息 す る0 群 由 来 の 群れ の 数 と 、 各群れ の個体数や遊動域

の 解 明 、 さ ら に 周 辺 群 と の 関 わ り の 解 明

② む つ 市川 内 地 区 か ら 湯野川 地 区 に か け て の 群れ の 数 と 、 各群れ の個 体数 、 構成 、 遊

動域 の 解 明

2 ． 調査概 要

① 日 程 ：2017 年8 月6 日 （ 日 ） ～11 日 （金 ） 6 日 間

②天候 ：8 月6 日 侯 り

8 月7 日 曇 り 時 々 霧 雨

8 月8 日 曇 り 時 々 霧 雨

8 月9 日 雨 時 々 曇 り 、 涼 し い

8 月10 日 雨 、 涼 し い

8 月11 日 曇 り 、 非 常 に 涼 し い

③調 査期 間 中 の 環境

7 月 が 記録的 に 暑 か っ た せ い か ア ブ の 発 生 は 多 か っ た が 、 調査 中 は 毎 日 雨

が 降 っ て 涼 し く 、 最 終 日 は 寒 い ぐ ら い だ っ た 。

21 名 の 調 査員

3 ． 調 査 結果

【 脇 野沢 地 区 】

◎ Ol-A群 （発 信器 の つ い た サ ル （ 以 下 、 テ レ メ 個 体 ） の い る 群れ （ テ レ メ 群 ） ）

8/6 13:03 片 貝 沢 南 の 谷 で オ ト ナ性不 明1 頭発 見 、15: 15 滝 山 ー九艘 泊線 の 滝 山 入 口

で ア カ ン ボ ウ1 頭 を 含 む7 頭 が 南 下 、18:30 群れ は 細 間 林道 北側 に と ま っ た 。

8/7 こ の 日 目 視 は で き ず 、 テ レ メ に よ る 位 置確認 の み で あ っ た 。 午前 中 に細 間 林道

南 か ら ニ ノ 渡 沢 か ら 発 信 、 そ の 後 し ば ら く 弱 い 受 信 が続 い た 。14 時 半 頃 ガ ソ リ ン

ス タ ン ド 西付近 か ら 発信 が あ っ た が 、ID で確認取れず。 同 じ 周 波数 を 持つA2-
84a 群 の 可能性 も 否 定 で き な い 。

8/8 朝 、 ニ ノ 渡 沢 か ら 発 信 、9:07 細 間 林道 の 下細 間 入 口 東 で 北 上 す る サ ル を発 見 、

ア カ ン ボ ウ4 頭 を 含 む36 頭 を 数 え た 。 そ の 後 、 さ ら に 北 上 、 源藤城集 落北側 で

国 道 を 東 へ 渡 り 、15: 30 源藤城地 区 の 電 気柵南側 か ら 数 回 声 を確認 し た 。

8/9 9:50 滝 山 農村公 園 東 で2 頭発 見 、 群れ は 北 上 、13:56 源藤城地 区 の 電気柵北 で

西 へ 渡 る サ ル を カ ウ ン ト 。 ア カ ン ボ ウ4 頭 を 含 む41 頭 だ っ た 。

5



8/10 こ の 日 は 目 視が で き ず 、 受信 も わずかで あ っ た。12:50 下の細間牧場東か ら

発信が あ り 、17 時頃 に は細間林道入 口 の南側か ら 強い電波 が入っ た。

8/11 8:30 滝山 ー九艘泊線入 口 を北上す る 群れを発見 、 テ レ メ 個体を確認。 そ の後 、

片貝 沢の伐開地北側 か ら 発信が あ っ た。

◎01-B 群

8/6 9:30 下 の細間牧場 を北上す る 群れ を発見、 上の細間牧場を通過時に ア カ ンボ ウ

3 頭を含む20 頭を確認 した。13:09 面木林道南の伐開地でア カ ンボ ウ4 頭を含

む21 頭を数え た。 群れは面木牧場西の尾根を北上 し13:55 見失 っ た。

8/7 面木林道周辺 を調査 し たが 、 群れの情報 はなか っ た。

8/8 11 :31 下の細間牧場北で発見 、 ア カ ンボ ウ6 頭を含む38 頭を数え る 。 群れは細

間林道 ま で南下 し北東へ向 い、15:30 滝山 ー九艘泊線の北側で見失 っ た 。

8/9 10:35 前 日 と ほ ぼ同 じ場所で発見 、 細間林道ま で南下、12:00 ま で に ア カ ンボ

ウ3 頭を含む17 頭が南へ渡っ た。 し か し ま だ北側 に残 っ て いた上に 、12:50 頃

ア カ ン ボ ウ4 頭を含む27 頭が 同 じ場所を北側 に戻っ た。13 時過 ぎま で道の 両側

にサルの 姿や声 を確認 し て いた が 、 そ の後 見失 っ た。

8/10 12:50 面木林道南の伐開地で南下す る サルを発見、14:43 上の細間牧場に 出 て

き た。 そ の後 、 道路の東側 を南下 した が 、15:30 見失 っ た。

8/11 g : 15 下の細間牧場入 口 で北東方向 か ら 移動す る 群れを発見 、 し ば ら く 付近 を

行 き 来 し て いた が 、 牧場の周 囲 を時計回 り に移動 し て南東へ向 かっ た。 そ の後滝

山 ー九艘泊線、 細間林道 を南下時に ア カ ン ボ ウ6 頭を含む29 頭 を確認 し た。

◎02-A群 （海峡ラ イ ン東西群）

8/6 8:25 海峡ラ イ ンM字カ ー プ南でオ ト ナ子 と ワ カ モ ノ か を 目 視 、 周辺 に新 し い奨

が あ り 、 g : 10~9:40 武士泊林道西側斜面か ら 嗚 き 声。 ま た 、15:20~17:00 林道入

口 付近で 早4 頭を含む9 頭のサルを確認 し た。

8/7 11 :30 源藤城林道で2 頭、16:40 蛎崎越沢林道入 口 付近で15 頭を発見 し たが 、

移動ル ー ト は分か ら な かっ た。

8/8 9:00 武士泊林道で群れ を発見 、 林道 を 東へ渡 る と き に ア カ ンボ ウl 頭含む18
頭数 え 、 海峡 ラ イ ン方向 へ移動 、 そ の後見失 っ た。 午前 中 の調査で蛎崎越沢入 口

や水源地公園 で新 し い糞を確認 した。

8/9 8:26 M字カ ー ブ南でオ ト ナ0'1 頭 を発見海峡 ラ イ ン 沿 い を北上 し て い っ た。

途 中321 ピ ー ク 南で16 頭 を数 えた。 群れはそ の後 も 国道338 号線を北上 し 、16:40
海峡 ラ イ ンの石碑付近 ま で到達 した。

8/10 群れの情報はな い。

8/11 群れの情報はない。
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◎02-B 群 （海峡 ラ イ ン 南 北 群 ）

8/8 10: 10 海峡 ラ イ ン321 ピ ー ク 北 で0'4 頭 を 目 視 、 そ の 南西 か ら 鳴 き 声 が し た 。

15:30 海峡 ラ イ ン の 石碑南 で群れ を 発 見 、 ア カ ン ボ ウ4 頭 を含む26 頭数 え 、 ヘ ア

ピ ン カ ー ブ を 山 中 に 入 っ て い っ た 。

8/9 午前 中 に 湯 ノ 沢 岳 北東 の 海峡 ラ イ ン 上 で 糞 を7 つ確認。14:36 糞 の 発 見場所 と

ほ ぽ 同 じ 場所 で サ ル を 発 見 、 ア カ ン ボ ウ6 頭 を 含む36 頭 を 数 え た 。

8/10 15:20 海峡 ラ イ ン の 流 汗 台 南 西 で発 見 、 群れ は 道 路 の 両側 を 北へ進 み 、16:07
流汗台 の 北 で道 路 を 西 へ 渡 る サ ル を10 頭数 え た 。

8/11 8:40 流 汗 台 で サ ル を 発 見 、 道 路 沿 い を 北 上 し 、 ア ン ド 山 東 の 山 中 に 入 っ て い

っ た 。 こ の 日 は ア カ ン ボ ウ5 頭 を 含 む33 頭 を 数 え た 。

◎ 男 川 群 ま た は02-A群

8/7 16:16~16:20 ア ン ド 山 東 の 海 峡 ラ イ ン 上 で 、 オ ト ナ 阜2 頭 、 ア カ ン ボ ウ1 頭 を

含む8 頭 が 滝 沢方 向 に 下 り て い っ た 。

8/10 9: 13~10: 10 男 川 流域 滑川 出 会 い か ら 東へ450m付近 で 、 オ ト ナ 早1 頭 、 コ ド

モ2 頭 を 含 む6 頭 が 沢 を 北へ 渡 っ た 。

◎A87-B 群

8/6 10:26 九 艘 泊 滝 山 線 の ガ ン ケ 山 西 の 峠 で 発 見 、 群 れ は 南 下 、15:08 273
ヒ゜ ー ク 西尾根 上 を 登 っ て 行 っ た 。 こ の 日 はヘ ア ピ ン カ ー ブ付近 で29 頭 を 数 え た 。

8/7 10:50 九 艘 泊 滝 山 線 の 九 艘 泊 側 法 面 で発 見 、 谷 に 向 か う 際 に2 回 カ ウ ン ト 、 ど

ち ら も ア カ ン ボ ウ6 頭 を 含 む32 頭 だ っ た 。 群れ は道 路 の 西 へ移動 し た 。

◎A87-A群

8/6 8:30~14:00 群 れ は 芋 田 か ら 山 中 を 南東 へ 移 動 し 、198 ヒ° ー ク 南 ま で到 達 し

14:50 蛸 田 か ら 電波 の 発信 が あ っ た 。

8/9 午前 中 、 蛸 田 で発信 が あ っ た 。

8/10 15:10~16:10 九 艘 泊滝 山 線 の 九 艘 泊 側 ヘ ア ピ ン カ ー ブ で群 れ を観察 し た 。

◎A2-85 群

8/9 口 広 林道 入 口 付近 か ら 山 奥 へ移動 、 目 視 は オ ト ナ d'-1 頭 だ け だ っ た 。

8/11 8: 55 深石 沢 下流 で発 見 、12:00 深石林道 を 西 か ら 東へ移動 時 、70~を カ ウ ン

◎A2-84a 群

8/8 9:10~9:36 田 ノ 頭沢 を 南東 へ渡 る と き に14 頭 カ ウ ン ト 。
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● ハナ レザル情報

8/6 8:35 海峡 ラ イ ンの石碑南でオ ト ナo'l 頭。

8/7 14:28 海峡 ラ イ ン人切 山 西で性不 明 の オ ト ナ1 頭。

8/7 16:02 海峡 ラ イ ンM字カ ー ブ南 でオ ト ナo'l 頭。

8/8 8:25 海峡 ラ イ ンM字カ ー プ南でオ ト ナo'l 頭。

8/8 11 :45 男川 流域西大家戸沢分岐付近でオ ト ナo'l 頭 と 年齢不 明o'l 頭。

8/9 10:30 九艘泊 ー 滝 山 線の途 中 でサ ブア ダル ト1 頭。

8/10 8:37 海峡 ラ イ ンM字カ ー プ南で性別年齢不明1 頭。

8/10 9:30 海峡 ラ イ ン人切 山 西で年齢不 明 のo'3 頭。

8/11 9:34~9:42 武士泊 林道分岐か ら佐井村境方向 の林道上で ワ カ モ ノ が1 頭。

8/11 13:51 海峡 ラ イ ン人切 山 西で ワ カ モ ノ o'l 頭。

痕跡情報 (l 日 以 内 の も の の み）

8/6 武士泊 林道の分岐南で糞1 つ。

8/6 中 細 間林道登 り 口 に奨 と 尿の跡(A87-B 群） 。

8/7 武士泊 林道 の 分岐南で糞1 つ。 ．

8/7 面木林道上 と 面木牧場北で前 日 の糞(Ol-B 群） 。

8/7 蛎崎越沢林道入 口 と 水源地公園 に奨各1 つ。

8/7 13:50 頃、300. 7 ピ ー ク 南の谷で声1 回。

8/8 面木林道入 口 北 の海峡 ラ イ ン 上で薬1 つ。

8/8 M字カ ー プ南 に糞l つ。

8/8 蛎崎越沢林道入 口 と 水源地公園 に糞各l つ。

8/8 男 川 流域西大家戸沢林道途 中 で奨l つ。

8/10 面木牧場内 で足跡2 つ。

8/10 海峡ラ イ ン の武士泊林道入 口 で奨1 つ。

8/10 海峡ラ イ ンM字 カ ー ブ南で業1 つ。

8/10 海峡 ラ イ ン上の人切 山 西か ら 石碑付近 ま で多数の糞 と 食痕 （ 前 日 の02-A群） 。

8/11 面木牧場内 で北北東向 き の足跡。 さ ら に 北の尾根上 に も2 頭以上の足跡。

8/11 宿野部川 流域の金八 沢上流部で古い糞。

（宿野部川 流域の調査は こ の 日 だ け だ っ た ので 、 例外的 に 古い業の情報 を載せた）
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く カ ウ ン ト 結果 ＞

◎01-A群

2017 年8 月9 日 13: 56~14: 41 源藤城集落北 、 国道338 号 を 西へ横断時

く 構成 »

オ ス （0' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 4 10 14
ワ カ モ ノ 3 2 6 11

3 歳 2 2
2 歳 1 1

コ ド モ 6 6
Baby 4 4

年齢不 明 3 3
計 7 12 22 41

41 頭 ＋a （ 内3Baby)

米 テ レ メ 個 体 を 確認

◎01-B 群

2017 年8 月8 日 11:30~12:00 細 間 牧場上 下 間 、 ガ ー ド レ ール付近 を 南へ移動時

く 構成 ＞

オ ス （o' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計
" ―

オ ト ナ 2 8 4 14
ワ カ モ ノ 3 3
6 歳 1 1

5~6 歳 1 1
5 歳 2 2

.4~5 歳 2 2
3~4 歳 2 2
3 歳 1 1

2~3 歳 5 5
Baby 6 6

年齢 不 明 1 1
計 2 8 28 38

38 頭 ＋a （ 内6Baby)

，



◎02-A群

2017 年8 月8 日9: 18~9: 55
« 構成 ＞

武士泊林道 を西か ら 東へ移動時

オス （ cl' ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 3 3 6
ワ カ モ ノ 3 3

コ ド モ 8 8
Baby 1 1

計 3 15 18
18 頭 ＋a （ 内lBaby)

◎02-B 群

2017 年8 月9 日 14: 36~15: 30 国道338 号海峡 ラ イ ンの湯 ノ 沢岳北東地点

く 構成 ＞

オス （ ざ） メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 1 7 1 9
ワ カ モ ノ 6 6

コ ドモ 1 ， 10
1~2 歳 4 4
Baby 6 6

年齢不明 1 1
計 2 7 27 36

36 頭 ＋a （ 内6Baby)

た だ し 、 ＋ a は少 な い

◎ 不明群 ⑨川群か02-A 群か不明）

① 2017 年8 月7 日 16: 16~16: 20 国道338 号海峡 ラ イ ン ア ン ド 山東

く 構成 »

オ ス （O' ) メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 1 2 3
ワ カ モ ノ 1 1

3 歳 2 2
2 歳 1 1
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Baby

計 ー 2 ←+→8 頭＋a （内lBaby)

②2017 年8 月10 日9: 13~10: 10
く 構成 »

男 川 滑川 出 会 い東460m地点

オス （ <3' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 2 1 3
5~6 歳 1 1
3~4 歳 1 1
2 歳 1 1
計 2 1 3 6

6 頭 十a

◎A87-A 群

事前調査 2017 年6 月 、8 月

く 構成 ＞

オ ス （d" ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 4 19 23
8 歳 1 1
7 歳 1 1
6 歳 1 1
5 歳 2 1 3
4 歳 2 2 4
3 歳 3 4 7
2 歳 5 2 7
1 歳 4 6 10
Baby 4 5 ，

計 27 39 66
66 頭 （ 内9Baby)

米 オ ト ナ 辛 （ ト チ） が2 頭 のBaby（か と 辛 ） を 連れて い る 。 双子で は な い 。
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◎A87-B 群

事 前調査

く 構成 ＞

オス （ c?' ) メ ス （ 早 ） 性 不 明 計

オ ト ナ 3 7 10
6 歳 1 1
5 歳 1 1 2
4 歳 1 2 3
3 歳 2 4 6
2 歳 1 2 3
1 歳 4 4
Baby 1 2 3 6

計 10 18 7 35
35 頭 （ 内6Baby)

◎ A2-85 群

2017 年8 月11 日10: 58~12: 00
« 構成 ＞

深石 林道 を 西 か ら 東 へ移 動 時

オ ス （ cl' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 3 13 1 17
ワ カ モ ノ 1 2 3

4 歳 1 1 2
コ ド モ 2 1 3
2~3 歳 4 4

1 歳 3 3
Baby ， ，

年齢不 明 29 29
計 5 18 47 70

70 頭 ＋a （ 内9Baby)

た だ し 、 ＋ a は 少 な い

◎ A2-84a 群

2017 年8 月8 日9: 10~9: 36
« 構成 »

田 の 頭 林道 を 北 か ら 南 へ移 動 時

12



オ ス （ rJt ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 2 3 5
3~4 歳 1 1 2
3 歳 1 1
2 歳 2 2
1 歳 1 1
Baby 1 1

年齢不 明 2 2
計 3 3 8 14

14 頭＋a （ 内lBaby)

米 オ ト ナ 早 の テ レ メ 個 体 を確認

◎A2-84b 群

事前調査 2017 年6 月25 日 16: 15~16: 40 白 岩海岸線西 か ら 東へ移動 時

く 構成 ＞

オス （ が ） メ ス （ 阜 ） 性不 明 計

オ ト ナ 1 7 1 9
ワ カ モ ノ 2 1 3
4~5 歳 1 2 3
3 歳 1 1

2~3 歳 2 2
1 歳 1 1 2
Baby 1 1 1 3

年齢不 明 1 1
計 5 13 6 24

24 頭 （ 内!Baby)
米 オ ト ナ 阜 に テ レ メ 個 体 とGPS 個体 を確認

◎A2-84c 群

事前調査 2017 年5 月16 日 芋 田 地 区

« 構成 ＞

オス （O' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 2 2 4
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参 考 資料1 ： 食べて いた も の

晶 名 A87• 紐7b A2-85 ハナ レ 01-8 02-A

賽
ニガキ ー ガキ ー ガキ ー ガキ

エビ ガラィヂゴ エピ 甘うイチゴ
サ ル ト リ イパラ アザミ

種子 アザ
イネ 狐 （ カニ ••JI J グサ）

花 クズ クズ アザミ

菓 クズ クズ クズ ヤブマ メ アオダモ
シ ロ ツメ クサ

墓
クズ （ 斬条 ） シロ ツメ クサ （ 地下 茎 ） トチノ キ （ 葉柄 ）
ススキ （ 鶴 ）

その 他
キノ コ3種襲 ぐら い ジャガイモ
th 虫 （ 畑 のも の で は な い ）

参 考 資料2 ： 調 査地域

層所 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11 備考

纏間 林 道 （ 穴 間 林 道 分 岐 ま で ）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜下 編 間 林 遍 △

゜
X X

゜
X

編
（ 上 ・ 下 ） ・1'111 牧 場

゜ ゜
△

゜ ゜
△ は 下 の 牧 場 ま で 。間

X

沢l （ 九ll泊 ー 滝 山 繍 ） 牧 場 分 岐 一 滝 山

゜
X

゜ ゜ ゜ ゜： ド9九『 石艘林泊道ー 滝 山 織 ） 穴 間 分 岐 ～ 峠

゜ ゜
△ △ X X

△ △

゜ ゜ ゜
△

＇ 穴 間 林 道

゜
△

゜
△

゜ ゜画 面 木 沢 林道 △

゜ ゜
△

゜
△ △ は 面 木 牧 場 ま で 。； 下 面 木林 遭 △ △ x X △ △

叉1鴻 ノ 沢林 道 △ X △ X X X

蟻 iii 木 林 遍 伐1l11地

゜ ゜
X X △ X

｛ 濤織ライン （ ア ン ド 山 東 ふ き んま 口 ） △1

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
△ は 海 峡ライン の 碑 ま で 。

伍
泊 林 道 （ 分 艘 ま で ）

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜脇 泊 林 道分 岐 ～ 武 士 泊 濤 岸

゜
△ x X X △

野 泊 林 道 分 岐 ～395ピーク東 △ △

゜
△

゜ ゜沢 ！
X

゜ ゜
△1111漏 薦 蠅林 遁 X X

濃 ！ 蛎嶋 越 沢 林 道 X

゜
△ △ X △ △ は 水 源 地 公 園 ま で 。

壕 ［r片-貝 電 襴 西し 伐一1111地• ●

゜
X

゜
X X X

t巨~ 遍― 山.洒“玩→•伐 開；地一··O ー ← 一

゜
X

゜ ゜ ゜ ゜
~ 一 ~

X

゜
X X X X

|□昇K九凸饒 泊四ー-滝皿山 繍 ；-峠丑～ 九-艘堕泊 o o x
X X x

巴 ～ー· - .~~ • • I• 0X ←xX . ―ュ xX

X X X
← - -

)( X

゜)()(0 X

゜
△

wOl .t fiぼ全 て`Alが途 中 ま で も し く は 一 郎 。
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【 川 内 （湯野川 ） 地 区 】

調査概要

8 月6 日 砥石沢林道 、 カ モ シ カ ラ イ ン （ 市村境界 ま で）

8 月7 日 海峡 ラ イ ン 、 中 川 林道 、 桂沢林道 、 砥石沢林道 、 カ モ シカ ラ イ ン （ 市村境界 ま

で ） 、 湯の 小川 林道 、 目 名 川 林道

8 月8 日 砥石沢林道 、 カ モ シ カ ラ イ ン （ 市村境界 ま で） 、 中 川林道 、 新三郎沢林道 （野平

高原）

8 月9 日 中 川 林道 、 矢櫃林道 、 中 川 開拓 、 カ モ シ カ ラ イ ン （市村境界 ま で） 名 由 川 林道 、

下戸 ヶ 渕林道

8 月10 日 湯の小川 林道 、 カ モ シ カ ラ イ ン （ 市村境界 ま で） 砥石沢林道 、 安部城林道

8 月11 日 調査 し な か っ た

調査結果

今年度 の 夏季調査で はM2-B 群 し か見つ か ら な か っ た。

◎M2-B 群

8 月6 日 10: 36 に砥石 沢林道入 口 か ら200m奥 のNo.44 鉄塔入 口 付近でテ レ メ の 電波

を 受信 （ 個 体名 ： ク リ ） 。 こ の群れに は3 頭に テ レ メ の 発信機が つ い て い る が 、 調

査期 間 を 通 じ て こ の個 体の 電波 し か受信 で き な か っ たC サルは 、 砥石沢 林道 の 対

岸斜面 を 西 に 進 み 、14 : 46 に 見失 う 。 こ の 時 に は霜波 も 取れな く な っ た 。

8 月8 日 13: 12 中 川 林道 の途 中 の獅子矢沢 出 会 いか ら170m下流の付近 でテ レ メ ハ心

し 、 ほ ぼ同 時 に樹上 に い る3 歳 く ら い の サ ルを 発 見。 そ の 後 、 鳴 き 声は聞 こ え る が

姿 は見 え な か っ た。14: 35 に は 霧波 も 途切れ 、 気配 も な く な っ た 。

8 月9 日 11: 16 畑集落 と 旧 湯野川 小学校 の 間 の 山 中 か ら テ レ メ の 電波 を 受 信 し たぐ そ

の 後 テ レ メ の 電波 を頼 り に追跡 し 、12 : 00 I 日 湯野川 小学校裏の斜面か ら 受 信 し 温

泉裏 を 通過 し沿野川 林道入 口 対岸の 山 中 に 至 っ た 、，15 : 05 カ モ シ カ ラ イ ン 目 名 一

道 入 口 の 北西方向 楊野川 の 対岸 の 山 中 付近か ら 龍波 が取れた の を最 後 に 見失 う こ こ

の 日 は 、 一 日 サル の 姿 を 見 る こ と は な く 、 逍波 に よ る 追跡の み と な っ たs

8 月10 日 10: 39 沿野川I}l1拓に て テ レ メ の 電波 を 受 （5 、 同 時 に カ モ シ カ ラ イ ン上でや

ル を 目 視 し た0 10 : 39~10: 59 に カ モ シ カ ラ イ ン を 東か ら 西 に 移動する サ ルー 一

頭 カ ウ ン ト し た。12 : 39 に 群れは砥石 沢 林道 入 口 付近 に い て そ の 後 砥石沢林

口 か ら 分岐す る 枝林道 の奥方 向 に 移動す な13 : 13 谷 の斜面こ オ ト ナ ミ i ・. ..

し た の を 最 後 に テ レ メ 逍波 も 入感 し な く な り 見 失 う ぐ

21



◎ M2-B 群

2017 年8 月10 日 10:39~10:59 カ モ シ カ ラ イ ン湯野川 開拓を東か ら 西へ移動時

く 構成 »

オ ス （ か ） メ ス （ 早 ） 性不明 計

オ ト ナ 2 7 9
ワ カ モ ノ 4 4
5~6 歳 2 2
3~4 歳 1 1
1~2 歳 4 4
Baby 1 1

計 2 7 12 21
21 頭＋a （ 内lBaby)

米 テ レ メ 装着 オ ト ナ 阜 （ ク リ ） を確認

米 8 月11 日 に建川 氏が カ モ シカ ラ イ ン の 上重兵衛林道入 口 付近で22 頭＋a （ 内 ア カ

ンボ ウl 頭） カ ウ ン ト し て い る 。 （構成は不明 ）

22



川 内 （湯野川 ） 地 区 サル情報(M2-B 群）
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2. 冬 季 ニ ホ ン ザル調査

i ) 事前調 査結果 (2017 年秋以 降冬季調査 ま で の期 間 ）

《 脇 野沢 地 区 》

◎A2 - 84a 群

2017 年10 月19 日

く 構成 ＞

【松 岡 】

館 山 橋 を 西か ら 東へ横断時

オ ス （ a" ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 3 3 6
ワ カ モ ノ 1 1
3~4 歳 1 1
2~3 歳 1 4 5
1~2 歳 2 2
Baby 1 1

計 3 6 7 16

◎A2 - 84c 群

2017 年12 月4 日14:00~14:30
く 構成 ＞

16 頭 （ 内!Baby)

【 松 岡 】

蛸 田 地 区集落周 辺

オ ス （a' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 1 1 2
2~3 歳 1 1
1~2 歳 1 1
Baby 1 1

計 3 1 1 5
6 頭 （ 内lBaby)

米 2017 年5 月16 日 の観察 で9 頭 （ 内2Baby)確認 し て い た が 、 今 回 の観察 で は テ

レ メ 装 着 早 親 子 一組 と オ ト ナd"l 頭 と2 歳d"l 頭 の 計4 頭 を確認 で き な か っ た。
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ii ) 冬 季 ニ ホ ン ザル調査結果

A 大畑 ・ 薬研地 区

冑 査 の概賽

2017 年12 月21 日 か ら12 月26 日 の6 日 間 、 た だ し 、12 月20 日 の 調 査員 集合

日 も 事 前 に 調 査 を 実施 し た。11 名 の 調 査員 が 大畑 川 流域 な ら び に 木 野部 峠 、 関根 地

区 、 宮 後 地 区 を 中 心 に 調 査 を 実 施 し た 。

積雪 の 状 況 は 、12 月 に 雪 降 る 日 が 多 く 、 前 日 の19 日 に も 雪 が 降 り 、 林道 に は 十

分 な 積 雪 が あ っ た 。 除 雪 し て い な い と 車 で の 入 山 は難 し く 、 調 査員 は か ん じ き が 必

要 で あ っ た 。 ま た 、 佐井·薬研線 は 工 事 し て お り 、 除 雪 が 車一 台 分 の 通 行 可 能 な 状況

と な っ て お り 、 すれ違 い 等 が 困 難 な 状 況 で 、 車 で 奥 ま で入 山 で き る 日 が24 • 25 日 の

二 日 間 と い う 制 限 で の 調 査 と な っ た 。

21 日 か ら24 日 は 、 曇 り 時 々 晴れ と 穏や か な 日 が 続 い て い た が 、25、26 日 は 強風

と 雪 で荒れ る 天候 と な っ た 。

林道 及 び歩道 の 踏 査 を 主体 と し 、 直接観察 に 心 が け 、 発 見 時 に は 追 跡 し 、 群 れ の

個 体数 ・ 構 成 の 把握 に 努 め た 。 ま た 、 足跡 、 フ ン 等 の フ ィ ー ル ド サ イ ン の 情 報 も 調

査 結 果 に 反 映 さ せ た 。

調 査結 果 調 査 日 、 な ら ぴ に 各 パ ー テ ィ 毎 に 報 告す る 。

12 月21 日

• 10:00 木 野 部 峠 の ハ ー モ ニ ー 橋 の 下 の 海岸線 で3 頭 （オ ト ナ 早2 頭 、 オ ト ナ ざ1 頭） の

サ ル を 発 見 す る 。 テ レ メ 早 の キ ン パ を 確認 、 か な り 衰 弱 し て い る 。 そ の 後 、10:45 ま

で観察す る が 、 周 辺 に は3 頭 以 外 の サ ル は い な か っ た 。 と り あ え ず キ ンパ が い る こ と

でI2-A2 群 と す る 。 ま た 、11:00~15:00 関 根 地 区 の 正 津川 周 辺 でKo- A群 （イ ロ ハ

の 群 れ） を2 回 カ ウ ン ト 、77 頭 を 確認す る 。

・ 湯 ノ 股林道 を 踏 査 、 サ ル情 報 な し 。

・ 大 畑 ー 佐 井線 の 烏 沢 と 近藤 沢入 口 ま で を 踏査 、 サ ル情 報 な し 。

・ キ ャ ン プ場 か ら 薬研 温泉 北 の 大畑 川 左 岸 を 踏 査 、 サ ル情 報 な し 。

・ ウ グイ 滝 林道 を 工 事現場 ま で 、 釜 ノ 沢 林道 を300m南 下 、 曾 古部川 林道 を 踏査 。 薬研

地 区 の ホ テ ル ニ ュ ー 薬研 付 近 で 道 路 を横断 す る2 頭 分 の 足跡。1 頭 は 北 か ら 南 へ 大 き

め の 足 跡 、 も う 一 頭 は 南 か ら 北 へ3~4 歳 ぐ ら い の 足 跡 。 ま た 、 ホ テ ル 、 旅 館周 辺 の

ク ワ に 多 数 の 食痕 あ り 、 群 れ が い た こ と が 推測 で き る 。
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12 月22 日

・ ウ グ イ 滝林道 を 踏査 、 サル情 報 な し。

・ 小 西又 林道 、 佐藤平林道 の送電線直 下 ま で踏査 、 サル情報 な し。

・ 釜 ノ 沢林道 を 中 流域 ま で踏査 、 サ ル情報 な し 。

・ 湯 ノ 股林道 を 1.5 kmほ ど入 る が 、 サル情報 な し 。

・ キ ャ ン プ場か ら 入 り 、 大畑川 左岸 を 踏査す る が 、 サル情報 な し。

・ 三 右衛 門 林道 を 中 流 ま で車 でパ ト ロ ール。 そ の 後 、 奥薬研 の ゲー ト か ら 太兵衛川 林道

ま で を 踏査 、 右衛門 四 郎 川 出 会 い で20 頭以上 の 足跡 、 南 か ら 北へ横断 し て い た 。 そ

の 後 、15:51~16:46 薬研橋 の ゴネ 沢 出 会 い で16 頭 十a の サル の群れ を 発 見。 道路沿

い で ヤ マ グ ワ 等 の 樹皮 並 び に 冬 芽 を 採食 し て い た 。

• 宮 後 地 区 、 名 古牧野 を ス キ ー で踏査 。 名 古牧野 でS1 群23 頭分 の サルの 足跡。 電波 で

も 群れ を 確認。

12 月23 日

・ ゴネ 沢東 の 昼飯場林道 を 西 か ら 東へ移動 し た 足跡18 頭分 を 数 え る 。 そ の 後 、 貯木場

対 面 で12:10~12:30 21 頭カ ウ ン ト 、 テ レ メ 個 体の確認か らKo-Bl 群 （ハイ ロA群）。

そ の 後 、 小 目 名 林道で2 日 ほ ど前 の サル1 頭分 の 足跡 を発 見。 ま た 、15:50 帰路 中 、

大 畑 道 の 国 道279 号沿 い で オ ト ナd" 1 頭 を 目 撃す る 。

・ 三太郎 林道 を 踏査 し た が 、 サル情報 な し 。

・ 葉色沢林道 を 踏査 し た が サル情 報 な し。15:30~15:40 小 目 名 公民館東（生活改善セ ン

タ ー） の 道 路 北側 でKo-B2 群 （ハ イ ロB 群）5 頭 の サル を 目 撃す る 。

・ 大畑 ー 佐井線 の新右衛門 林道 を 踏査 し た が 、 サ ル情報 な し 。

・ 大畑 ー 佐井線 の 近藤沢林道 を 踏査。 下近藤沢 で12 頭以 上 の サル の 足跡 を 確認。

・ カ ッ パ の 湯 の 先 で オ ト ナ が1 頭 を 目 視 、 ホ テ ルニ ュ ー薬研の 看板脇 の ク ワ に 一頭の サ

ル が 往復 し て い る 足跡 あ り 。

・ ニ枚橋小奥 の 畑 、 西宮神社周 辺 で キ ン パ の 電波 が取れ る 。 神社周 辺 で3 頭以上 の 足跡

を 確認。 そ の 後 、 名 古平地区 、 名 古牧場でS1 群 の 電波 を確認。 林道 で3 頭 を 目 撃 、

林道 を 南 西へ移動 す る44 頭分 の 足 跡 を確認す る 。

12 月24 日

• 8:50~11:40 昨 日 と 同 じ 場所 、 小 目 名 公民館東でKo-B2 群 （ハ イ ロB 群）7 頭 を フ ル

カ ウ ン ト 。11:45~13:20 小 目 名 地 区羽 色神社西 でKo-Bl 群 （ハイ ロA 群） を21 頭 ＋

a （赤 色 テ レ メ の か と 白 色 テ レ メ の 阜 を確認） を カ ウ ン ト 。

・ 大 畑 ー 佐井線 の 仁助 沢林道 手前 でサル を 目 撃 、 そ の 後 見失 う 。 弥一郎 沢林道 を 少 し入

っ た と こ ろ で西 か ら 東へ道路 を横断す る 昨 日 の サル の群れ の 足跡21 頭分 を確認す る 。

• 10:20 仁助 沢林道 手前 の 大畑 ー 佐井線 で3 頭 の サル を 目 撃。 そ の 後 、 見失 う が10:50
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~11:20 仁助 沢林道 北側 で2 頭 を 目 視 、14:20 ま で鳴 き 声 や 目 視 な ど で群れ を 確認。

・ 大畑 ー 佐井線 の佐井 と の 分 岐 か ら 囲 井 沢 林道 を 踏査 、 サ ル情 報 な し 。

・ 大畑 ー 佐井線 の佐 井 と の 分岐 か ら 上荻川 林道 出 会 い ま で を 踏査 、 サル情 報 な し 。

・ 大畑 ー 佐井線 の 上 、 下 近藤沢林道 を 踏査 、 サ ル情 報 な し 。14:30 大 畑 ー 佐井線 の 仁助

沢 の 対岸 の 道 路 で新 し い5 頭分 の サ ル の 足跡。

12 月25 日

・ 大畑 ー 佐井線 の佐井 と の 分岐 か ら 囲 井沢 林道 を 踏査 、 サ ル情報 な し 。

・ 大 畑 ー 佐井線 の仁 助 沢林道 を 踏査 、 サル情 報 な し 。

・ 大畑 ー 佐井線 の佐井 と の 分 岐 か ら 長 次 郎 沢林道 を 踏査 、 サ ル情 報 な し。

・ 大 畑 ー 佐井線 の仁 助 沢 林道 を 踏査 、 サ ル情 報 な し 。

・ 大 畑 ー 佐井線 の 上 、 下近藤沢 林道 を 踏査 。 上近藤沢 か ら 下 近藤沢 方 向 へ 向 か う22 頭

+a の サ ル の 足 跡 を 確認。 下近藤沢 林道 に 新 し い 薬数個 、 一 頭分 の 新 し い 足 跡 を 確認 。

・ 大 畑 ー 佐井線 の 三 太 郎 沢 林道 を 踏査 、 昨 日 の も の と 思 わ れ る2 頭分 の 足 跡 を 確認。

12 月26 日

・ 大畑 川 流域 、 奥薬研 の ゲ ー ト ま で 車 で パ ト ロ ー ル。10:05 小 目 名 地 区 でKo-B2 群 （ハ

イ ロB 群）5 頭 の サ ル を 目 視す る 。

《群れ毎 の ま と め 》

I2-A1 群 （ キ ノ ッ プA 群）

2017 年12 月21 日

く 構成 »

口ぼ）

国 道279 号木 野部 峠ハ ー モ ニ ー橋付近

5-
2-
2

スメ 性不 明 口
3 頭

米 テ レ メ 装 着 の オ ト ナ 早 キ ン パ を 確認。 か な り 衰 弱 し て い る 。

米 12 月23 日 に 二 枚橋 小 学校東 の 西 宮神社 の 境 内 に3 頭 以 上 、 コ ザル の も の を 含 む足

跡 を 確認 し て い る 。 こ こ に 本隊 が い た の か も し れ な い が 、 調 査期 間 中 に 実 態 が つ か

め な か っ た 。

l2-A2 群 （ キ ノ ッ プB 群）

今調査 で群れ の確認 は で き な か っ た 。

28



I2-C 群

今調査 で群れ の 確認 は で き な か っ た 。

I3-A 群

構成 は と れ な か っ た 。 足跡 の み。

2017 年12 月25 日 上近藤沢西 か ら 東へ移動す る 足跡

22 頭 ＋a 【 足跡 】

Ko-A 群 （ イ ロ ハ の 群れ）

2017 年12 月21 日 11:10~15:00 関根橋 鳥場沢地 区 北 か ら 南へ道路横断時

« 構成 ＞

オス （ が ） メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 8 18 2 28
ワ カ モ ノ 2 1 4 7
4~5 歳 2 2
3~4 歳 4 4
2~3 歳 11 11
1~2 歳 8 8
Baby 13 13

年齢不 明 4 4
計 10 19 48 77

Ko-Bl 群 （ハ イ ロA群）

2017 年12 月23 日12:10~12:30
く 構成 ＞

77頭 （内18Baby)

佐井 — 薬研線 貯木場対面

オ ス （0' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 6 3 9
ワ カ モ ノ 3 2 5
4 歳 1 1
3 歳 2 2
2 歳 3 3
1 歳 1 1
計 10 5 6 21

21 頭 十a
た だ し 、 ＋a は わずか

米 赤色 の テ レ メ か と 白 色 の テ レ メ 早 を確認
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Ko-B2 群 （ハイ ロB 群）

2017 年12 月24 日 8:50~11:40 小 目 名 公民館（生活改善セ ン タ ー）東の道路北側

く 構成 ＞

オス （ cl') メ ス ( ~ ) 性 不 明 計

オ ト ナ 1 2 3
ワ カ モ ノ 1 1
3 歳 1 1
2 歳 1 1
1 歳 1 1
計 2 2 3 7

7 頭

Ka 群

今調査で群れの確認はでき なかっ た。

米 薬研地区の集落及びホ テルニ ュ ー薬研周 辺 で1 頭 、 お よ び2 頭を 目 視 して い る こ と や

集落近 く で ク ワ の複数のサルの食痕 と 思われ る フ ィ ール ドサイ ンが あ る こ と か ら 、 本

調査で群れの確認はで き な かっ た も の の 、 そ の存在の痕跡は確認で き た。

M2-Al 群 （弥一郎沢の群れ）

構成は と れなか っ た。

2017 年12 月24 日 弥一郎沢林道少 し入 っ た地点 西か ら 東へ横断す る 足跡

21 頭 ＋a 【 足跡】

M2-A2 群 （上秋川 の群れ）

今調査で群れの確認はで き なかっ た。

M2-A3 群 （囲沢の群れ）

今調査で群れの確認はで き なかっ た。

M2-A4 群 （三太郎沢の群れ）

今調査で群れの確認はで き なかっ た。
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S1 群 （新田 の群れ）

構成は と れなかっ た。

2017 年12 月23 日 名 古牧場の林道を 南西へ横断する 足跡

S2 群 （恐 山 の群れ）

今調査で群れの確認は で き なかっ た。

44 頭＋a （足腑J

ハナ レ ザル

·2017 年12 月21 日 薬研地 区ホ テルニ ュ ー薬研周 辺 で道路を横断する2頭分の足跡、

オ ト ナ1 頭は北か ら 南へ、 も う1 頭3~4 歳のサルは南か ら 北へ。

• 2017 年12 月23 日 小 目 名 林道でオ ト ナ1 頭分の足跡。

• 2017 年12 月23 日 15:50 大畑道の 国道279 号沿いでオ ト ナcl'l 頭を 目 撃。

• 2017 年12 月23 日 ホ テルニ ュ ー薬研の看板脇 の ク ワ に行き 来する1 頭分の足跡。21
日 のサル と 同一 と 思われ る 。

• 2017 年12 月24 日 三太郎林道で2 頭分の足跡。

• 2017 年12 月26 日 カ ッ パの湯の奥でオ ト ナif'1 頭を 目 撃。



2017 年冬季ニ ホ ンザル調査 大畑 ・ 薬研地 区 踏査ルー ト 図 （車でのパ ト ロ ールを含む）

32



2017 年冬季ニホ ンザル調査 大畑 ・ 薬研地区 サル情報
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B 脇野沢 ・ 湯野川 地 区

◎ 調査 の概要

2017 年12 月25 日 ～12 月29 日 の5 日 間 、38 名 の 調 査員 が 調 査 を 実施 。 調 査範 囲

は 、 む つ 市 脇 野 沢 全域 ・ 男 川 流域 ・ 宿 野 部 川 ・ 川 内 川 流域 と し た 。

林 道 及 び歩道 の 踏査 を 主 体 と し 、 直接観 察 に 心 が け 、 発 見 時 に は 追 跡 し 、 群れ の

個 体 数 ・ 構成 の 把握 に 努 め た 。 ま た 、 足跡 、 フ ン 等 の フ ィ ー ル ド サ イ ン の 情 報 も 調

査結果 に 反 映 さ せ た 。

積 雪 の 状 況 は 、 除 雪 が な い と 車 は 入 山 で き な い ぐ ら い 積 雪最 は 多 く 、 か ん じ き を は

い て の 調 査 と な っ た 。

天 候 は 、25 日 か ら27 日 ま で は 強 風 、 特 に26、27 日 は 暴風 雪 と な り 、 サ ル の 観察 、

調 査 に は 不 適 、 む し ろ入 山 も 危 険 な く ら い の 日 々 が 続 い た 。 一 転 、28,29 日 は穏や か

で調査 最 終 日 の29 日 に は 陽 も 差す ほ ど の 好 天 と な っ た 。

秋 の 実 り は 、 プ ナ 、 ミ ズナ ラ 、 ヤ マ ブ ド ウ は 不 作 、 ガ マ ズ ミ 、 サ ルナ シ 、 ク リ も や

や 不 作。 今 年 の 秋 の 実 り は 概 ね 不 作 で あ っ た 。

◎ 調 査 結果

《 時 系 列 な ら び に パ ー テ ィ 毎 の 報 告 》

12 月25 日

・ 九 艘 泊 地 区 サ ル橋 北200m地 点 でA87-A 群 を 観 察 、 道 路 を 西 か ら 東 へ 渡 る 足跡53
頭 を 数 え る 。 そ の 後 、 ニ ノ 渡 沢 出 会 い の 赤 い 橋 で01-A 群 の 電 波 を 受 信 。

• 細 間 林道 、 ガ ン ケ 山 、 穴 間 林道 を 踏査 し た 。 ア モ 十 太 岬 方 面 か ら オ ト ナ が イ ト ヨ の テ

レ メ 受 信e ま た 、 ニ ノ 渡 沢 方 向 か ら01-A 群 の 電波 を 受 信 、 そ の 他 の サ ル 情 報 な し 。

• 細 間 林道 、 青 石 林道 、 滝 山 ー 九 艘 泊 線 を 踏 査 。 青 石 林道 で 古 い 多 数 の 足 跡 を 発 見 。

• 細 間 林道 、 滝 山 — 九 艘 泊 線 峠 ま で 、 穴 間 林道 を 踏査 。 細 間 林道 の 青石 分 岐 よ り 東 で 多

数 の 足跡 を 発 見 し た が 、 古 く て 方 向 不 明 。 ま た 、14:25~14:50 脇 野 沢 温泉 裏 で3 頭

の サ ル を 目 撃 。 テ レ メ 受 信 か ら01-A 群 と 判 定す る 。

• 細 間 林道 、 下 及 び 上細 間 牧場 を 踏査 し た が 、 サ ル情 報 な し 。

・ 面 木林道 、 面 木 牧 場 ま で の 林道 に 入 り 踏査 し た が 、 サ ル情 報 な し 。

． 蛎 崎越 林道 、 源藤城林道 を 踏 査 し た が 、 サ ル情報 な し 。

• 国道338 号海峡 ラ イ ン を 北 上 、 石碑手 前 の ヘ ア ピ ン カ ー プ ま で踏査 。 ゲ ー ト 付 近 で1
頭分 の 古 い 足 跡。M字 カ ー ブ付 近 で複数 の 足跡 を 確認 。 古 い も の で カ ウ ン ト 不 能 。

・ 男 川 を 滑川 出 会 い ま で を 踏査 。 蛎 崎集 落 か ら1 kmほ ど入 っ た と こ ろ で 多数 の 足 跡 、

A2 - 85 群 の 足 跡 と 判 定。 そ れ 以 外 は サ ル情 報 な し 。

• 宿 野部 川 林道 、 西 又 沢林道 に 少 し 入 る と こ ろ ま で を 踏 査 。 宿 野 部 林道 の ダ ム 周 辺 で 南

か ら 北 へ13 頭 、 北 か ら 南 へ5 頭分 の 足 跡 を 発 見 。
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12 月26 日

• 細 間 林道 、 東 北 自 然 道 路 、 貝 崎沢 と 踏査 し た 。 ア モ 十太岬方面 か ら オ ト ナ が イ ト ヨ の

電波 が と れ た 以 外 は サ ル情報 な し 。

． 昨 日 の サ ル情 報 を 元 に 脇 野 沢温泉 西側 の森 に入 山 。11:30 ニ ノ 渡沢 の 出 会 い近 く の左

岸 で サル を 目 視 。 そ の 後 、14:30 ま で観察 。 群れ はニ ノ 渡沢 を 南 下 し ス キ ー場 と の 間

の 尾根 ま で移動 。 構成 は と れ な か っ た が29 頭 を 数 え る 。

・ 滝 山 — 九艘泊 線 、 細 間 牧場 、 穴 間 林道 周 辺 を 踏査 し た が 、 サル情報 な し。

• 細 間 林道 、 青 石林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し。

• 細 間 林道 、 穴 間 林道 、 青石林道 を 踏査 し た が 、 サル情報 な し 。

・ 面木 林道 、 面木牧場周 辺 を 踏査 し た が 、 サ ル情 報 な し。

． 蛎崎越林道 、 源藤城林道 を 踏査。 蛎崎林道 分岐 二股左 の 林道 で2 頭分 の 足跡。

・ 武 士 泊 林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し 。

• 宿 野部 林道 、 金 八 沢林道 を 踏査 し た が 、 サ ル情 報 な し 。

12 月27 日

・ ス キ ー 場北 の斜 面 で01-A 群 を 目 視 、 そ の 後群れ は223.6 ピー ク の 北側 ま で追跡 、

13:30 観察 終 了 。

• 細 間 林道 、 下細 間 林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し 。

• 細 間 林道 、 青石林道 、 細 間 牧場 と 踏査 し た が 、 サル情報 な し 。

• 細 間 林道 、 細 間 牧場 、 穴 間 林道 と 踏査 し た が 、 サ ル情報 な し 。

・ 下 ・ 上滝 山 沢林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し。

． 蛎崎越林道 、 源藤城林道 を 踏査 し た が 、 サ ル情 報 な し 。

・ 武 士 泊 林 道 を 踏査 し た が 、 サ ル情報 な し 。

・ 男 川 を 踏査 。 小川 平林道 分 岐 の 周 辺 で複数頭 の サル の 足跡。 男 川 の群れ の も の かA2
- 85 群 の も の か 、 判 断で き な い。

• 宿 野部 林道 、 金 八 沢林道 を 踏査 し た が サル情 報 な し 。

• 宿 野部 林道 、 西 又 沢林道 を 踏査 し た が 、 サ ル情 報 な し 。

・ 湯野川 地 区 、 新助 川 林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し 。

・ 湯野川 地 区 、 カ モ シ カ ラ イ ン 、 道 の 駅 か わ う ち 湖 ま で テ レ メ を 受信 し な が ら 車でパ ト

ロ ー ル。9:56~14:26M2 - B 群 を 畑集落 の 旧 畑 小学校 前 で18 頭 を 目 撃。 テ レ メ 装着

オ ト ナ 早 ク リ を 確認す る 。 ま た 、10:17 Z2- B2 群 を 道 の 駅か わ う ち 湖 よ り 東 で入感。

目 視 は で き ず 。

・ 湯 野川 地 区 、 砥石川 林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し 。

12 月28 日

・ 九艘 泊 、 蛸 田 、 脇 野沢本村 、 国 道338 号 ゲー ト ま で を 車でパ ト ロ ールす る が サル情報
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な し 。13:15~14:20 旧 蛎崎小学校西でA2- 85 群 を 目 撃、42 頭 を カ ウ ン ト し た が

分裂 し て い る の か も し れ な い。

・ 九艘 泊 自 動 車道 路 よ り 踏査 。 ガ ン ケ 山 西 の 峠周 辺 を踏査 し た が 、 ア モ 十太岬 か ら の テ

レ メ 以外 はサル情 報 な し 。 こ の テ レ メ3 日 間 同 じ 方 向 か ら 取れて い る 。 装着個体 の イ

ト ヨ が 死 亡 し て い る か 、 テ レ メ が 脱落 し て い る の か は不 明 だ が 、 テ レ メ の機能 を は た

し て い な い と 思 われ る 。

・ ニ ノ 渡沢 南 の尾根 か ら 入 山 。9:50 223.6 ヒ° ー ク 北側 で01-A 群 の サ ル を 目 整。14:30
ま で観察。 群れ は ス キ ー 場 奥 の斜 面 ま で移動 し た 。

• 細 間 林道 、 下細 間 沢 林道 、 青石林道 と 踏査 し た が 、 サル情 報 な し。

• 細 間 林道 、 穴 間 林道 、 細 間 牧場 と 踏査。 サ ル情報 な し 。

• 細 間 林道、 、 上 ・ 下細 間 牧場 と 踏査 。 サル情 報 な し。

・ 面 木林道 を踏査。12:30~14:55 面木牧場分岐 よ り 西 で サ ル 目 撃。 サル は 面木林道 と

滝 ノ 沢林道 間 の尾根 を 西へ301 ヒ° ー ク 東ま で移動す る 。12 頭 ＋a を確認。 鼻 に傷 の

あ る オ ト ナ 早 を 確認。02-A 群 と 判 定。

・ 蛎崎越林道 を 踏査 し た が サル情報 な し 。

・ 武士 泊 林道 を踏査 し た が 、 サ ル情報 な し 。

・ 男 川 、 小川 平林道 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し。

• 宿 野部川 、 西 又 沢林道 中 流部 で2 頭分 の 足 跡 、 西 か ら 東へ移動 し て い た 。

• 宿野部川 、 金八 林道 の ダ ム よ り 北50m地点 で13 頭以上 の今 日 の 足跡。 西か ら 東へ~多

動 、 そ の 足 跡 を 追 う 。235 ピー ク 近 く ま で追跡 し た が 、 サ ル の 目 撃 は な か っ た 。

・ 湯野川 地 区 、 和 白 沢林道 を 踏査 し た が 、 サル情報 な し 。

・ 湯野川 地 区、 名 由 川 林道 を 踏査 し た が サ ル情 報 な し 。M2-B群 は 、9:23~14:15 畑

集 落 西 で停滞 し て い た 。

・ 湯野川 地 区 、 湯野小川 林道 を 踏査 。 浄水場か ら600m入 っ た 地 点 で1 頭分 の サル の 足

跡 、 上流 へ 向 か っ て い た 。

12 月29 日

• A2 - 85 群 を 蛎崎地 区 の 旧 蛎崎小学校 西側 で観察。9:50~14:00 ま で観察。30 頭 十a
を確認。

・ 国道338 号海峡 ラ イ ン を 石碑北 ま で踏査 、 サル情報 は な し 。

・ 滝 山 — 九艘泊 線 、 下細 間 牧場 を 踏査 し た が 、 サル情 報 な し 。

・ 九艘 泊 地 区 でA87-A 群 を9:07~14:00 ま で観察。 九艘泊 神社周 辺 ま で移動 し た 。

・ 面木林道 の 昨 日 の 最終地点 で サル 目 視。 そ の 後 、 サル は 南 へ移動 、12 頭 を 目 視 、 足

跡は26 頭分 を 数え る 。 鼻 に 傷 の あ る オ ト ナ 早 も 確認。14:30 ま で観察 し 終 了 。

． 蛎崎越林道 を 踏査。1~2 頭分 の 足跡 が 点 々 と 続 い て い た が 、 目 視 は で き な か っ た 。

• 細 間 林道 、 青石林道 、 上 、 下細 間 牧場 と 踏査 し た が 、 サル情 報 な し 。
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・ 九艘 泊 — 滝 山 線で サル の 群れ を 発 見。10:40~11:00 ま で観察。01-B 群 と 判定。19
頭 （内3Baby) 目 視 、 足跡で は21 頭 を 確認。

• 宿 野部川 左 岸 、 養 鶏所 と ダ ム 間 の 林道 に入 山 。9:40 宿 野部川 左岸 の川 沿 い で9頭の

サル を 目 視 、 そ の 後 、 足 跡 を 確認 し な が ら サル を 追 う 。15:28 林道分岐地点 で4頭 を

目 視 し 調 査 終 了 す る 。

・ 楊野川 地 区 、 目 名 川 林道 、 新助 川 林道 を踏査 し た が 、 サル情報 な し 。

• 10:05 畑 集 落河畔 林 でM2-B 群 を確認。 そ の 後 、 カ モ シ カ ラ イ ン を 北上 し踏査 し た

が サ ル情報 な し 。

・ 湯野川 地 区 、 安部城林道 を 踏査 。 出 会 い か ら 東ヘ一 つ 目 の ダ ム と 二 つ 目 の ダム 間 で南

か ら 北 へ移動 す る5 筋 、5 頭 以 上 の サル の 足跡 を 発 見。

《 群れ ご と の ま と め 》

●A2-84a 群

夏 季調査 な ら び に 事前調査 で調査完 了 し て い る 。

●A2-84b 群

夏季調査 で調 査 完 了 し て い る 。

● A2-84c 群

夏 季調 査 な ら び に 事前調査 で調査完 了 し て い る 。

●A2-85 群

夏季調査 で調 査 完 了 し て い る が 、 本調査 で も 群れ の観察 を2 日 間 実施 し た 。

構成 は と れ な か っ た

2017 年12 月28 日 旧 蛎崎小学校西

42 頭 十a
米 左前 肢 の ひ じ か ら 先 を 欠 損 し て い る ワ カ モ ノ 子 が い る 。

●A87-A 群

調査員 の 通年 に 及 ぶ 調 査 で実態 は調査済 み。 た だ 、 本調 査 で も 群れ の観察 は 実施 し た 。

構成 は と れ な か っ た

2017 年12 月25 日 九艘 泊 地 区 サ ル橋 北200m地 点 を西か ら 東へ移動

足 跡

大25
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中16
小9
不 明 3

●A87-B 群

●01-A 群

2017 年12 月26 日11:30~14:30
く 構成 »

53 頭 ＋a 【 足跡】

調査期 間 中 、 確認で き な か っ た 。

ニ ノ 渡沢 を 北 か ら 南 へ移動 時

オ ス （d' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 1 2 2 5
ワ カ モ ノ 1 1
4~5 歳 2 2
3~4 歳 2 2

1 歳 3 3
Baby 1 1

年齢性不 明 15 15
計 1 2 26 29

29 頭 ＋a （内lBaby)

●01-B 群

2017 年12 月29 日10:40~11:00
く 構成 ＞

九艘泊 — 滝 山 線 穴 間 山 北東地点

オ ス （ 0' ) メ ス （ 早 ） 性不 明 計

オ ト ナ 3 6 9
3 歳 1 1

2~3 歳 1 1
2 歳 1 1 2
1 歳 1 1
Baby 1 2 3

年齢性不 明 2 2
計 5 6 8 19

19 頭 ＋a （内3Baby)
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●02-A 群

2017 年12 月28 日 に 面 木 で12 頭 を 目 視 し て い る が 、 翌29 日 に 足跡 で26 頭分 を カ

ウ ン ト し て い る 。 今 回 の 調 査 で は26 頭分 の 足 跡 の 結 果 を02-A 群 の結果 と す る 。

26 頭 ＋a 【 足跡 ）

米 鼻 に 傷 の あ る オ ト ナ 早 が い る 。

●02-B 群

今 回 の 調 査 で02-B 群 を 目 撃 し た こ と は な か っ た が 、2017 年12 月25 日 に 海峡 ラ

イ ン で確認 し た 複 数頭 の 足 跡 、 ま た 、26 日 、29 日 に 蛎崎越林道 で確認 し た1~2 頭

の 足 跡 な ど が02-B 群 関 連 の サ ル と 推測 す る 。

今 回 の 調査 で 、02-B群 は未確認

● B 群 お よ びU 群

海 峡 ラ イ ン を 北 上 す る 踏査 は積雪 の 関係 も あ り 、 実施 で き な か っ た 。

B 群 お よ びU群 は未調査

● 男 川 群

男 川 群 に つ い て は 、2017 年12 月27 日 に 男 川 小川 平沢 出 会 い 北 の林道 で確認 し た複

数頭 の 足 跡 が 男 川 群 と 判 定 で き な く も な い が 、A2-85 群 の 分派群 の 可能性 が あ り 、

断定 で き な い 。 ま た 、12 月29 日 に 宿 野部川 流域 で確認 し た9 頭 十a に つ い て も 男

川 群 の 可 能性 が あ る 。 ま た 、 男 川 群 が 分裂 し て い て 、 男 川A 群 が 小川 平沢分岐奥 、

男 川B 群 が 宿 野 部川 流域 と 分裂 し て い る 可 能性 も 捨 て き れ な い 。

今 回 の 調査 で男 川 の 群れ は未確認

●M2-B 群

M2-B 群 は 、12 月27 日 、28 日 、29 日 の3 日 間 、 湯野川 地 区畑集 落周 辺 に と ど ま っ

て い た 。

構成 と れず

2017 年12 月27 日

※ テ レ メ 装着 個 体 オ ト ナ 辛 ク リ を 確認 。

● 湯 の 小川 群
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畑集落周 辺

18 頭 十a

調査期 間 中 、 確認 で き な か っ た



● 安部城北 の 群れ

2017 年12 月29 日 安部城林道 で足跡5 本 の 筋 、 少 な く と も5 頭 以 上 を 確認 し て

い る 。 こ の 足跡 の 群れ が 安 部城 北 の 群れ と 判 断 し た 。

5 頭 ＋a ［ 足跡 】

た だ し 、 ＋ a は 多数

● ハ ナ レ ザル

• 2017 年12 月26 日 蛎崎越林道 二股左 で2 頭分 の 足 跡 。

• 2017 年12 月28 日 宿 野部川 西 又 沢林道 で 西 か ら 東へ移動 す る2 頭分 の 足跡 。

• 2017 年12 月28 日 湯野川 地 区 湯 の 小川 林道 で1 頭分 の 足跡。

《 調査 中 観察 し た 採食物 》

イ ネ 科sp の 葉 ガ マ ズ ミ の 冬 芽 ツ ル ア ジ サ イ の 樹皮 と 冬 芽 ツ ル性植物 の 葉

カ ラ ス ザ ン シ ョ ウ の 樹皮 シ ロ ツ メ グ サ の 地 下茎 ツ ル ウ メ モ ド キ の 果 実

サ ルナ シ の樹皮 サ サ の 脇 芽 と 葉 ア オ ダ モ の 樹皮 と 冬 芽 サ ン シ ョ の 樹皮

と 冬芽 マ ツ の種子 イ ワ ガ ラ ミ の 樹皮 シダsp の 葉 タ カ ノ ツ メ の 冬

芽 と 樹皮 ツ バ キ の 著 と 葉
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2017 年 冬季ニ ホ ンザル調査 脇野沢地区の踏査ルー ト 図

（車でのパ ト ロ ールも含む）
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2017 年 冬季ニ ホ ンザル調査 川 内 （湯野川）地区の踏査ルー ト 図

（ 車でのパ ト ロ ール も 含む）
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3. ま と め

2017 年度 むつ 市 管 内 の ニ ホ ン ザル生息 実態調査 の 結果 を 報告す る 。

群れ名 個 体数 調査 日 調査地 2016 年餌体数

1) A2·84a 群 16 頭(1B) 2017·10·19 館 山 橋 27頭＋c
(aB)

2) A2·84b 群 24 頭(lB) 2017·6·25 白 岩海岸線 25頭 ⑱)
3) A2·84c 群 5 頭 (1B) 2017·12·4 蛸 田 地 区 8頭 (1B)
4) A2·85 群 70 頭 十a 2017·8·11 深石林道 65頭 (8B)

(9B)
5) A87·A群 64 頭(8B) 2017·12 九艘泊 地 区 60頭 {JOB)
6) A87·B 群 35 頭(6B) 2017·8 28頭 (4B)
7) 01-A 群 41 頭 十a 2017·8·9 源藤城地 区 43頭＋a

(3B) {5B)
8) 01-B 群 38 頭 十a 2017·8·8 細 間 牧場 52頭＋a

(6B) (2B)
【 目 視 と 足跡】. -

9) 02 -A 群 18 頭 十a 2017·8·8 武 士泊 林道 43頭＋c
(lB) (JOB)

10) 02-B 群 36 頭 十a 2017·8·9 海峡 ラ イ ン 22頭 (3B)

(6B)
11) 男 川 群 8 頭 十a 2017·8·1 男 川 滑川 出 会 い 27頭＋a

(5B)
12) M2-B 群 21 頭 十a 2017·8·10 カ モ シ カ ラ イ ン 65頭＋a

(lB) {9B)
13) 湯 の 小 川 沢 未確認 23頭＋a

の 群れ ⑫B)
14) 安 部 城 北 の 5 頭 十a 2017·12·29 安部城林道 65頭＋a

群れ 【 足跡 】 (BB)
15) I2-A1 群 3 頭 2017·12·21 木 野部峠 ハ ー モ ニ ー橋 20頭 (4B)

（ キ ノ ッ プA群）

16) 12 -A2 群 未確認 6頭

（ キ ノ ッ プB 群）

17) I2-c 群 未確認 、未確認
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18) Ka 群 未確認 未硫認

19) Ko-A 群 77 頭 （13B) 2017-12·21 関 根橋 鳥場沢 地 区 55頭＋ 。

（イ ロ ハの群れ） (BB)
20) Ko-Bl 群 21 頭 十a 2017-12·23 佐井 → 薬研線 貯木楊 29頭＋ g

（ハ イ ロA 群） (2B)
21) Ko - B2 群 7 頭 2017·12·24 小 目 名 地 区 公 民館東 9頭＋a

（ハ イ ロB 群）

22) I3-A 群 22 頭 十a 2017·12·25 上 近藤沢 11 頭＋a
【 足跡l ［足銃1

23) M2·Al 群 21 頭 ＋ 0: 2017·12·24 弥一 郎 沢林道 16 頭 十a
（弥一郎 沢 の 群れ） 【 足 跡 】 ［足跳J

24) M2·A2 群 未確認 34 頭＋a
（上秋川 の 群れ） ［足跳J

25) M2·A3 群 未確認 29頭＋a
(1!11 沢 の群れ） ［足銃J

26) M2·A4 群 未確認 26頭＋a
（三太郎沢 の 群れ） ［足跡1

27) S1 群 44 頭 十a 2017·12·23 名 古 牧場 未舘認

（新 田 の群れ） 【 足跡 ］

28) 82 群 未確認 未薙認

（恐 山 の群れ）

※1 不 明 群 8 頭 十a 2017-8-10 宿 野部川 金八 林道

※2 不 明 群 9 頭 十a 2017·12·29 宿 野部川 中 流左岸

B 群 未調 査 «36頭＋a ;J>

2005·8·4
長右衛朋杯道

U 群 未調 査 未諏査

<t:52頭＋a
(J3B) ;J>

2012·8·6
牛滝集落局辺

参考 Z2·B2 群 未 確認 電 波 2017·12·27 道 の 駅 「 か わ う ち 湖 」 東

の み

※ 2017 年度 の 冬 季調 査 は 、 車で の 入 山 が 不 可能 な ぐ ら い の積 雪量 で 、 かん じ き を 装着

し て の 踏査 と な り 、 調査 が 制 限 さ れ た 。 特 に 、 薬研 の 大畑 川 瀕流部 に つ い て は2 日 間
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し か調 査 日 が と れ ず 十 分 な調 査 が で き な か っ た 。 ゆ え に 、 未確認 の 群れ も 多 く な っ た 。

ま た 、26 日27 日 と 暴風 雪 の 大 荒れ の 日 が続 き 、 調査 に も 大 き く 影 響 し た 。

※ B 群 ．u群 は 、 む つ 市管 内 の サル の 群れ で は な い こ と で 、 一 覧表 に は入れな い が 、 調

査 の 継続 か ら 掲載す る 必要 が あ る と し 記載す る 。 た だ 、 近年 、 確認 で き て い な い 。

※ ※1. ※2 の 不 明 群 は 、 男 川 群 の 分裂群 で あ る 可能性 が 高 い 。

※ Z2·B2 群 は 、 冬 季調 査 中 、 テ レ メ で の位置確認確認 の み 、 こ の群れ に つ い て は佐井 の

調 査 に 委 ね た い 。

※ A2·84a 群 、A2·84b 群 、A2·84c 群 、A2·85 群 、12-Al 群 、I2·A2 群 は 、 個 体数調整 の

対象 群 で あ り 、 捕獲駆 除 が 進 み 、 個 体数 に 変 動 が 見 ら れ る 群れ で あ る 。 それぞれ の 個

体数 は あ く ま で も 調 査 日 現在 の も の で あ り 、 そ の 後捕獲 さ れ減少 し て い る 場合 も あ る 。

※ A2·84a 群 は 、 生 息域 を 口広 沢 ま で 東進 、 国 道338 号 の 両側 を 遊動域 と し て い る が 、

東側 サ イ ドヘ シ フ ト し つ つ あ る 。 そ の 影響 な の か 、A2·85 群 は宿 野部地 区 の 西 の畑周

辺 ま で東進 。 ヌ イ ド 沢 、 辰 内 沢 あ た り で 両群 が接触す る こ と が 多 く な っ て い る 。 ま た 、

捕 獲 が か な り 進 ん だ が 、 今 で は な か な か捕獲 で き な い 状 況 に な っ て い る 。

※ A2·85 群 は 、 現状 も サ ブ グル ー ピ ン グす る 傾 向 が 強 ま っ て い る 。 分裂 の 可能性 が 高 い

が 、 捕獲 の 効 果 か 、 個 体数 が60~70 頭 ぐ ら い で安 定 し て い る と も い え る 。

※ A2·84b 群 は 芋 田 地 区 か ら 国 道338 号線 ま で が 遊動域 、 主 に は瀬野地 区 、 新井 田 地 区 、

寄 浪 地 区 、 蛸 田 地 区 、 牛 の 首 岬 周 辺 の 県道 沿 い で あ る 。 捕獲 が か な り 進 ん だ が 、 今 で

は な か な か捕獲 で き な い 状況 に な っ て い る 。

※ A2·84c 群 は 、 群れ の 個 体数 も 少 な く 、 夏季 な ら び に 冬 季調 査期 間 中 に 確認す る こ と

が 難 し い 。 寄浪 地 区 か ら 蛸 田 地 区 、 芋 田 地 区 、 九艘 泊 地 区 の 海岸線 で観察す る こ と が

多 い 。 今 回 は5 月 に9 頭(2baby)確認 し た が 、 初 冬 に は5 頭(1Baby) し か確認 で き な か

っ た 。 事前調 査 中 に確認 で き て い る が 、 継続 調 査 が 難 し い状況 と な っ て い る 。

※ A87-A 群 は 、 九 艘 泊 ・ 芋 田 地 区 を 中 心 に 瀬野林道 ま で を 主 な 遊動 域 と し て い る 。 瀬

野川 流域 を 利 用 す る 機会 が 多 く な っ て い る 。 テ レ メ 装着 の オ ト ナ 早 を コ ゴ ミ か ら ウ ル

ケ ヘ 切 り 替 え た 。 ま た 、GPS 装 着 の オ ト ナ 早 ボ ウ ナ は 電波 を 発信 し て お ら ず行 方不

明 、 死 亡 し た も の と 思 われ る 。 調 査 ・ 研究 が 進 ん で い る 群れ で今 後 の 保護管理やサル
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と の 共 生 に お い て も に 貴 重 な 群 れ と い え るc

※ A87- B 群 は 、 九 艘 泊 ・ 芋 田 地 区 か ら 中 細 間 ・ 穴 間 ・ 青 石 と 、 南 北 に広 く 遊 動 し て い

る 。A87·A 群 や0 群 関 連 の 群れ と 遊動 域 が 包 含 し て い る 。 オ ト ナ が イ ト ヨ に テ レ メ

が 装着 さ れ た が 、 冬 季調 査 中 に ア モ 十 太 岬 方 面 か ら3 日 間 同 じ 状 況 で 電波 が と れ た

こ と か ら 、 イ ト ヨ の 死 亡 ま た は テ レ メ の 脱 落 が 考 え ら れ る 。

※ 01-A 群 は 、 電 波 発 信機 が 装着 し て い る た め 、 群 れ の 同 定 が 可 能 な 群 れ で あ る 。 今

後 の 調 査 で遊動 域 が 確定 し て く る だ ろ う 。 細 間 林道 、 細 間 牧場 を 主 な 遊動 域 と し て い

る が 、 七 引 地 区 、 滝 山 地 区 、 片 貝 地 区 、 瀕藤城 地 区 の 国 道338 号 の 西側 で 出 没す る こ

と が 多 い 。 片 貝 地 区 や源藤城 地 区 の 電気柵 の 畑 に 出 没 し て い る 。 今 後 の 動 向 を 注視 し

な け れ ば な ら な い し 、 畑 か ら 追 い 上 げ る な ど の 対策 が 急 が れ る 群れ で あ る 。

※ 01-B 群 は 、 遁 波 発 信機 が つ い て お ら ず 実態 を つ か む の が 難 し い 群 れ で あ る 。01-
A 群 よ り も 西側 、 西 海岸線側 に 分布 し て い る 。 人 と の 接触 は 少 な く 、 人 と 出 会 う と 逃

げ る 群 れ で あ る 。 分 裂や サ ブ グル ー ヒ° ン グ な ど群 れ に 変 化 が 現れ る 可 能性 が 出 て き た 。

※ 02-A 群 は 、 海峡 ラ イ ン を 中 心 に 面木 林道 、 武 士 泊 林道 、 そ れ に 細 間 林道 、 細 間 牧

場 、 男 川 上 流 部 （板 家 戸 沢 よ り 上 流） ま で を 東 西 に 広 く 遊 動 域 と し て い る 。 鼻 に 縦 に 切

れ込 み が あ る オ ト ナ 早 が い る が 、 電波発 信機 が 未 装着 な の で 、 な か な か実 態 を つ か む

の が 難 し い群 れ で あ る 。 源藤城 地 区 の 電気柵 の 畑 に 出 没 す る こ と も あ り 、 追 い 上 げ等

の 対策 が 望 ま れ る 。

※ 02-B 群 は源藤城 の 電気柵 の 畑 を 南 限 と し 、 北 は 海 峡 ラ イ ン の 大 荒川 林道 入 り 口 近

く ま で 南 北 広 く 遊動 し て い る 。 男 川 上 流部 も 利 用 し て い る 。 一 昨年 、 電 波 発 信機 装 着

個 体 が 死 亡 し た た め 、 再 び群れ の 動 向 を つ か む の が 難 し く な っ て い る 。 瀕藤城 地 区 の

電気柵 の 畑 へ の 出 没 が 懸念 さ れ 、 動 向 を 追 う 必 要 が あ る 。

※ 男 川 群 は 、 か ろ う じ て 群れ の 継続調 査 が で き て い る 。 近年 、 男 川 上 流 部 よ り も 、 松 山

沢 出 会 い や 小 川 平 沢 、 そ し て 、 宿 野部川 上 流部 ま で 生 息域 を 広 げ て い る 。 男 川 上流 部

に02 群 関 連 の 群 れ が 進 出 し て い る こ と が 、 男 川 群 が 南 下 、 東進 し て い る の に 影響 し

て い る の だ ろ う 。 ま た 、 近年 の 調 査 で 男 川 群 が 分 裂 し 、 男 川 流域 と 宿 野 部 川 流域 に 分

かれ て い る 可能性 が あ る 。 今 後 、 明 ら か に し て い き た い 。

※ 川 内 川 流域 （本 流） に 分布す るM2·B 群 は 、 電波 発信機 が 装 着 さ れ て お り 、 毎 回 情 報

を 得 る こ と が で き る よ う に な っ た 。 た だ 、 以 前 は ヒ ノ キ 、 ク リ 、 イ チ ゴ の3 頭 の オ ト
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ナ 早 に つ いて いた が、2017 年夏の調査か らク リ の電波 しか受信 しな く なっ た。 合わ

せて 、 個体数が60 頭を超 えていたが 、 夏季調査で21 頭＋a 、 冬季調査で18 頭十a
と 調査 中 の個体数が少な く 、 分裂 し てい る こ と が推測でき る 。 今後の調査で分裂群を

含 め 、 明 ら かに し て い き たい。

※ 湯の小川 沢の群れは 、 遊動域 と し て は 、 新助林道 ・ 湯の小川林道を 中心に分布 し、30
頭ま での群れ と 推測 し て い る 。 今回は確認でき なかっ た。

※ 安部城北の群れは 、 複数頭が通過 した足跡5 筋を確認する に と どま っ たが 、 以前の調

査で60 頭を こ え ていて分裂 し て い る 可能性が あ る 。 川 内町のプ ド ウ 園 に最 も 近い群

れで あ り 、 動向 を知 る た め に も 電波発信機の装着が望まれ る群れであ る 。

※ I2-A1 群、I2·A2 群は、 と も に捕獲駆除の対象群であ り 、 個体数の減少が見 られる 。

今後 も 捕獲駆除が進む こ と で個体数が減 る こ と が予測 さ れ る。I2-A1 群をキ ノ ッ プA
群、I2-A2 群 を キ ノ ッ プB 群 と し 、 遊動域 と 関連付けた。I2-A1 群（キ ノ ッ プA 群） は、

木野部峠が主な生息域で 、 工事現場や道路の り 面での 目 撃が頻繁に あ っ たが 、 今回は

テ レ メ 装着の オ ト ナ 早 キ ンパ と オ ト ナ 早 、 オ ト ナか の3 頭 しか確認でき なかっ た。 そ

の キ ンパ も 衰弱 が激 し く 、 今冬 を生き延び る こ と が困難な状況 と 思われた。 風間浦村

下風 呂 地区方面ま で遊動域を広げて い る よ う だ。I2·A2 群（キ ノ ッ プB 群） は、 二枚橋

小学校周辺か ら 大畑道の畑 、 八幡湯坂地区の集落周辺で 目 撃 さ れる こ と が多いが 、 電

波発信機の情報 も な く 今回の調査では確認でき なかっ た。

※ IC - 2 群は 、 未確認であ っ た。 三衛門林道 、 佐藤ケ平林道周辺 を生息域 と してい る と

予測 し て い る が 、 調査中 、 十分な調査が で き ていない。

※ Ka 群は奥薬研か ら 釜の沢林道周 辺 が主な生息域 と 推測 して い る が 、 今回、Ka群を直

接観察 はでき な かっ た。 ただ、 薬研地区の集落周辺 の ク ワ に複数頭のサルの食痕が あ

り 、 群れそ の も の は未確認だが 、 群れの存在の確認はで き た。

※ Ko-A 群（イ ロ ハの群れ） は、 関根橋地区で77 頭をカ ウ ン ト した。 遊動域も 正津川流

域ま で及んでい る 。 近 々 、 分裂等 、 群れに変化が 出 て く る だろ う 。 テ レメ も 装着 し て

い る こ と か ら 、 群れの動向 は追 え る 状況だが 、 近々 群れの分裂や分派な どの変化が迫

っ て お り 、 そ の対応 も 必要 と な っ て い る 。

※ Ko - Bl 群（ハイ ロA 群） は 、 オ ト ナか に赤色のテ レメ 、 オ ト ナ 早 に 白 色のテ レメ が装

着 さ れて い る が共 に発信は して いない。 薬研橋か ら 小 目 名 地区ま でで観察する機会が

51



多い。 ま た 、Ko- B2 群 （ ハイ ロB 群） は個体数が7 頭 と 少 な く 、 小 目 名 集落西での

観察が多い。 テ レ メ の サルが い な い こ と も あ り 、 確認が難 しい群れで あ る 。

※ 13 -A 群は 、 上近藤沢で足跡22 頭 ＋a を数 え た だけ で 、 全貌を掴め な かっ た。 な か

なか全貌をつかむのが難 しい。 。

※ M2-A 群関連の4 つの群れは 、 大畑川 の瀕流部 に生息す る 群れで、 そ の実態が つか

め て いない。 今回 、M2-Al 群（弥一郎 の群れ） のみ 、 目 視な ら びに足跡に よ る カ ウ ン

ト が で き た。 大畑川 の源流域は尾根 を越 え る と 、 川 内 町の川 内 開拓地や新助林道 に続

く 、 川 内町の佐井 — 川 内線（ カ モ シカ ラ イ ン） に 出没す る こ と も 十分可能で 、 川 内地区

の調査 と も 併せて 考慮す る 必要が あ る 。

※ Sl 群（新 田 の群れ） は。2017 年の夏か ら 秋 に かけて 、 むつ市宮後 地 区 に 出没 し て いた

群れにテ レ メ を装着 した こ と で、 出没群がS1 群で あ る こ と が分か っ た。 足跡で44
頭 ＋a数 え た が 、 建川 氏 の情報では も う 少 し個体数が い る 模様。 遊動域 も 新 田 地区か

ら 南東へ移動 し 、 宮後地区や名 古地区 に シ フ ト し て い る 。 ま た、S1 群、S2 群以外に

も 、 も う1 群い る ので は 、 と の情報 を建川 氏か ら 受 けて い る が 、 本調査では確認で き

な かっ た。

※ S2 群（恐 山 の群れ） は 、 積雪最が多 く 、 調査地ま でた ど り 着けず未調査 と な っ た 。

〔 ハナ レザル ・ オス グループ ・ 小 グループ 〕

本調査期間 中 に確認 し たハナ レザル ・ オス グループ ・ 小グルー プのみ に つ いて報告す る 。

« 大畑 ・ 薬研地区 ＞

·2017年12月21 日 薬研地区ホテルニ ュ ー薬研周辺で道路 を横断す る2頭分の足跡、

オ ト ナ1 頭は北か ら 南へ 、 も う1 頭3~4歳 のサルは南か ら 北へ。

• 2017 年12 月23 日 小 目 名 林道でオ ト ナ1 頭分の 足跡。

• 2017 年12 月23 日 15:50 大畑道 の 国道279 号沿 いでオ ト ナ0"1 頭 を 目 撃。

• 2017 年12 月23 日 ホ テルニ ュ ー薬研の看板脇の ク ワ に行 き 来する1 頭分の足跡。

21 日 のサル と 同一 と 思われ る 。

• 2017 年12 月24 日 三太郎林道で2 頭分の足跡。

• 2017 年12 月26 日 カ ッ パの湯の奥でオ ト ナO'l 頭を 目 撃。
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＜ 脇 野 沢 ・ 湯野川 地 区 »
• 2017 年12 月26 日 蛎崎越林道 二股左 で2 頭分 の 足跡。

• 2017 年12 月28 日 宿 野部川 西 又 沢林道 で西 か ら 東へ移動す る2 頭分の 足跡。

• 2017 年12 月28 日 湯野川 地 区 湯 の 小川 林道 で1 頭分 の 足跡。
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む つ 市管 内 の ニ ホ ン ザル

2017 年調査結果 [ 2016 年調査結果 ］

《 脇 野沢地 区 》

群れ数 11 群 ［II 群J

値 体数 365 頭 ＋a （内42B) [400頭＋a(/AJ 53B)J
※ む つ 市脇 野 沢 七 引 地 区 の 野猿 公苑 の サ ル （Al 群） は 含 ま な い 。

《 川 内 地 区 》

群 れ数 3 群

個 体数 26 頭 ＋a （内lB)

《 大畑 ・ 薬研地 区 》

群れ数 14 群

個 体数 195 頭 ＋a （内13B)

《 むつ 市全域 》

群れ数 28 群

個 体数 576 頭 十 a: (56B)

[3群｝

[153頚＋a （内19B)}

[14群｝

[235頭＋a （内9B)}

[28群｝

[788頭＋a （内81B)]

脇 野 沢 地 区 は 、 各群れ と も か な り 精度 の 高 い 結 果 が 得 ら れ た 。 特 に0 群 関 連 の 群 れ は

調 査 が 難 し い が 、 今 回 は 幸 運 に も 正確 な 実 態 が 掴 め た 。 そ の 結果 、 個 体数 が 前年 度 よ り も

減 少 し て い る の は捕 獲 駆 除 の 効 果 と 考 え ら れ る 。 た だ 、 男 川 の 群 れ の 個 体数 が つ か め て お

ら ず 、 そ の 分 を 考慮 す れ ば 、 サ ル の 個 体数 の 増 減 に つ い て は 、 現状維 持 と も 考 え ら れ る 。

川 内 地 区 で は 、 川 内 川 流域 に3 つ の 群 れ が 生 息 し て い る が 、M2-B 群 の み の 結果 と な

っ た 。 こ のM2-B 群 も 分 裂 し て い る と 推 測 で き 、 調 査 結果 が か な り 低 い 数 字 と な っ た 。

2016 年 の 調 査 で150 頭 以 上 を 確認 し て い る こ と や 、 捕獲 等 が 進 ん で い な い こ と を 考慮 す

る と 、 現状 で は2016 年 の150 頭 以 上 は 生 息 し て い る と 推 測 で き る 。 ま た 、M2-B 群 同

様安 部城 北 の 群 れ も 分 裂 し て い る 可 能 性 が あ り 、 今 後 の 調 査 の 重 点 項 目 と し た い 。 ま た 、

安 部城 北 の 群 れ は 下 北 ワ イ ン の ワ イ ナ リ ー に 最 も 近 い 群 れ で あ り 、 そ の 動 向 に 注視 し 、 素

早 い 対応 が 望 ま れ る 。

大畑 ・ 薬研地 区 で は 、 積 雪 と 工事 関 連 で 大畑 川 瀕流部 の 調 査 が 十 分 で な か っ た こ と が 調

査結果 に 反 映 さ れ 、 個 体数 が減少 し た 。 そ れ で も む つ 市 宮 後 地 区 に 出 没 す る 群 れ が81 群

54



と 断定す る こ と が で き た。 、 テ レ メ が装着 さ れてい る こ と か ら 今後の対策が進むも の と 思

われる 。

むつ市全体では 、 群れの数は変化が な い も の の個体数がかな り 減少 した結果 と な っ た。

脇野沢地区の よ う に捕獲の効果 も 考え ら れ る が 、 積雪等の条件で調査が十分に でき なかっ

た こ と に よ る も の と も 考え ら れる 。 ま た 、 全体的 にBaby が少ないの は、 足跡に よ る確認

が 多かっ た こ と か ら だ ろ う 。

今後 は積雪の影響の な い無雪期 の調査を充実 さ せ 、 調査期 間 を通年 と し 、 よ り 正確なサ

ルの実態 に迫 り た い。
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脇野沢地 区 の ま と め

-0群 由 来4 群 に つ い て の 考 察 一

こ こ 数年 、 調査 中 の カ ウ ン ト の 回 数 が 増 え 、 そ れ ぞれ の 群れ の 決 め 手 と な る よ う な材料

が 増 え て き た 。 今 回 は過 去 の 訂 正 も 含 め て ま と め る 。

◎01-A群 ； 直接追跡 で き た 時間 は少 な い が 、 電波発信器 も 併用 し て 何 と か6 日 間 追跡

し た 。2 日 目(7 日 ） の ガ ソ リ ン ス タ ン ド付 近 か ら の 発信 は 不正確 な 可 能性 が あ る が 、

南 は ニ ノ ワ タ リ 沢 か ら 北 は源藤城電柵 ま で の 国 道 沿 い 、 主 た る 利 用 は 国道 の 西側 、 と

い う こ と に な る 。 こ の 群れ の テ レ メ 個 体 の 発信 は か な り 弱 い よ う だ が 、 後 述す る01-
B 群 と 判 別 す る た め 、 調 査 中 は 定期 的 に 霞波 を と る 必要 が あ る 。

◎01-B群 ； 直接B群 ； 2 日 目(7 日 ） を 除 き 、 ほ ぼ追跡で き た 。 こ れ ま で も 遊動 域 の

南 北 の 南端 は 細 間 林道 の 少 し 南 ま で と 分 か っ て き た が 、 北 が ど こ ま で行 く の か が 今 回

も 不 明 瞭 だ っ た 。 東西 は01-A群 の 西側 か ら 海岸 ま で で あ ろ う 。2 日 目 に300 ヒ° ー ク

南 で の 声 が 、 こ の 群 れ の も の だ っ た か も し れ な い が 、 基本 的 に 今 回 も 細 間 の 牧場 を 中

心 に 動 い て い た 。 た だ こ の 群れ はA87-B群或 い は01-A群 と 接触す る こ と が か な り

多 く 、 同 定 に 注意 が 必 要 だ。 ま ずA87-B 群 と の 場合 、 細 間 林道 の 舗装 が 始 ま る 地 点

か ら 穴 間 林道 終 点 ま で は過 去 に 何度 も 接触 し て い る 場所 で 、 道 を 挟 ん で2 群 が 泊 ま り

場 と し た り 、 追跡途 中 に群れ が 入れ替 わ っ て い た り し た こ と も あ っ た 。 昨年度 の 冬 の

調 査 で52 頭分 の 足跡 を 数 え た の も ま さ に こ の 場所で 、 同 日A87-B群 が 見 つ か っ て い

な い こ と を 考 慮す る と 、2 群 分 の 足跡 だ っ た 可能性 も あ る 。 今 回 は4 日 目(9 日 ） に 一

旦南へ 渡 っ た サ ル が 戻 っ て き た こ と が あ っ た が 、 こ の 時 は道 の 両側 に か な り の サ ル が

い た 様子 だ っ た 。 こ の 日 はA87-B群 の 追跡 を し て お ら ず 、 こ れ ま で の こ と を 考 慮す

る と 、 林道 の 南側 にA87-B群 が い て 、 一 旦渡 っ た01-B 群 の 一 部 が 引 き 返 し た と も

考 え ら れ る 。

ま た01-A群 と は 下 の 細 間 牧場 の 沢 沿 い で よ く 出 会 う 。 今 回 も6 日 目(11 日 ） の 発

見 時 、 広範 囲 か ら の 声 と 大方 の サルが 向 か う の と は違 う 方 に 行 く サル が い て 、 こ ち ら

も 大 い に 迷 わ さ れ た 。 そ の 日 は1 時 間 ほ ど 前 に 滝 山 九艘泊 線入 口 で01-A群 が 北 西 に

向 か う の を確認 し 、 そ の 後 は 誰 も 追 跡 し て な か っ た 。 群れ が 片 貝 沢 を 取 り 囲 む尾根 を

ト ラ バ ー ス し て い た と し た ら 、 尾根 を 西 に 越 え て01-B群 と 接触 し た 個 体 が い て も 不

思議 で は な い 。

以 上 の こ と か ら 、 こ の群れ の規模 は 昨年度 の調 査 で は50 頭 以 上 で は ？ と も 思 われ た

が 、 今 回 の38 頭 と い う カ ウ ン ト 結果 が 妥 当 と い え る 。

◎02-A （海峡 ラ イ ン東 西 ） 群 ； 海峡 ラ イ ン の 主 に 石碑 か ら 南側 を使 っ て い る と 考 え ら
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れて い る 群だが 、 海峡ラ イ ンか ら東西の 山 の 中 に入 っ ての追跡がなかなかでき ず、 遊

動域が よ く わかっ て いない。 今回 も 、1 日 目(6 日 ） と2 日 目(7 日 ） に同時刻に同 じ蛎

崎越沢林道入 口 に いた群れが こ の群れであ る 可能性は高いが、 そ う する と 翌 日 もM字

カ ー ブの あた り に いて、3 日 間 ほぼ同 じ と こ ろ に居座っ た挙句、4 日 目(9 日 ） に して一

気 に石碑ま で移動 し た こ と に な る 。 今回 はカ ウ ン ト した際に （毎度 フルカ ウ ン ト では

ないの だが ） 、 ア カ ンボ ウ が非常 に少なかっ たので、 それを決め手に分類 し た。

こ の結果か ら 、 昨夏の調査で02-A群 と して40 頭以上 をカ ウ ン ト し て いた群れは02
-B群で、02-A群 こ そ が分裂 した のではな いか、 と い う こ と も 考えて い る。 それは

こ の群れが海峡ラ イ ン以外で連続 して 見 ら れない こ と 、 海峡ラ イ ン上で も 数 日 にわた

っ て連続 し て見 ら れ る こ と が ない事に よ る 。2015 年に は36 頭フルカ ウ ン ト し てい る が 、

そ の時か ら ち ま ち ま 動 く 群れで、 昨年 も02-B群 と して報告 し た群れは2 日 間 しか観

察で き て いない。 その時の カ ウ ン ト では22 頭で 、 分裂 した後だっ た と も 考 え られる 。

頭数が少な く 、 道路に 出 る （ あ る い は人 に会 う ） こ と が あ ま り 得意ではな いな ら 、 周

辺 の40 頭規模の群れの 間 を縫 う よ う に 動 いて いて も おか し く はない。 そ う 考え る と 、

最 も 課題の多い群れか も しれない。

◎ 02-B （海峡ラ イ ン南北） 群 ；2 日 目(7 日 ） ま では気配な く 、3 日 目(8 日 ） か ら6
日 目(11 日 ） ま で海峡 ラ イ ン沿いの追跡 と な っ た。 前述の02-A群 と 違い 、 こ の群れ

はア カ ンボ ウ の数が4 頭以上カ ウ ン ト さ れ、40 頭規模の群れ と 考え ら れ る 。 追跡中の

動 き も2015 年に02-B群 と した群れ と 同 じ よ う な動き を して い る 。 ま た 、 同年に識

別 さ れた鼻の欠 け たオ ト ナオス が2016 年の02-A群 と された43 頭の群れで も 見つか

っ て い る 。 以上の こ と か ら 、 こ の群れは 、 瀕藤城林道入 口 付近か ら 流汗台ま での約6
キ ロ メ ー ト ルの範囲 を 遊動 し て い る と 考 え ら れ る 。 海峡ラ イ ン沿い を連続 して 追跡で

き る こ と が多いが 、 時々 道路沿いでは全 く 見つか ら ない こ と も あ る ので 、 そ う い う 時

に ど の よ う な場所を利用 し てい る の かが課題だ。 ま た冬季調査では海峡ラ イ ンの車両

通行が で き な いた め 、 情報の得に く い群れ と な っ て い る 。

◎ 海峡 ラ イ ン と 男 川 で見つかっ た小規模の群れ ；2 日 目(7 日 ） に海峡ラ イ ン上のア ン ド

山東に いた8 頭、3 日 目(8 日 ） に 男川流域の西大家戸沢のオス2 頭 （ ハナ レザルの可

能性 も あ る ） 、5 日 目(10 日 ） 同 じ く 男川 の滑川東に 出た6 頭 こ そ 、02-A群の分裂

群の手が か り と 考 え て い る 。 も ち ろ ん男 川 の群れ と い う こ と も 考 え ら れ る し 、 今調査

中 、 確実に男川 の群れだ と い う 情報 も な い の で 、 今後 の課題 と する 。
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